
広報たけた
Taketa Public Relations

4
2022  No.205

大分県内初！竹田市消防署が軽救急車を導入
高規格救急車の進入できない狭所で発生した傷病者の搬送時

間を短縮、負担軽減を目的とした軽救急車が県内で初めて本市
に配備されました。



「
あ
ぐ
る
塾
」受
講
の
き
っ
か
け
は
？

「
私
の
定
年
退
職
も
迫
り
、美
容
室
を
経
営
し
て
い
た
義
母

が
廃
業
を
決
心
し
た
頃
か
ら
、こ
の
店
を
活
用
す
る
こ
と
で

ま
ち
の
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与
出
来
な
い
か
と
夫
婦
で
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。年
齢
に
関
係
な
く
集
う
こ
と
が

で
き
る
場
所
と
し
て
の
喫
茶
店
を
開
業
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、竹
田
商
工
会
議
所
に
創
業
の
相
談
へ
行
き
、「
あ
ぐ

る
塾
」を
紹
介
さ
れ
、受
講
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。」

「
あ
ぐ
る
塾
」を
受
講
し
て

「
11
人
の
塾
生
と
と
も
に
７
月
か
ら
４
回
受
講
し
ま
し
た
。

内
容
は
財
務
の
知
識
や
資
金
づ
く
り
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、創

業
計
画
書
の
作
成
な
ど
を
学
び
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
計
画・

実
践
を
経
て
、見
直
し・実
行
す
る
こ
と
）の
重
要
性
を
再
認

識
す
る
も
の
で
し
た
。最
終
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

検
討
を
重
ね
た
事
業
計
画
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。講
師
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、自
分
の
事
業
計
画
が
よ
り
明
確

に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、塾
生
の
仲
間
は
何
れ
も
明
確
な
目
標

や
熱
い
想
い
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、刺
激
を
受
け

ま
し
た
。」

「
あ
ぐ
る
塾
」は
市
内
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
い
方
、事
業

を
も
っ
と
広
げ
た
い
方
に
お
す
す
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

竹
田
市
起
業・創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー「
あ
ぐ
る
塾
」は
令
和
２
年

か
ら
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社
主
催
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の「
あ
ぐ
る
塾
」の
受
講
生
で
、令
和
４
年
１
月
にcafé 	

La Pause

（
ラ・ポ
ー
ズ
）を
オ
ー
プ
ン
し
た
河か

わ
む
ら村
明あ

き
ひ
こ彦
さ
ん
に
開

業
に
至
る
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
は
？

「
周
囲
の
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
場
所
で
、観
光
客
を
は

じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
一
息
つ
け
る
お
店
に
な

る
よ
う
に
、堅
実
な
経
営
を
心
掛
け
末
永
く
続
く
街
な
か
の

『
寄
っ
て
語
れ
る
店
』と
し
て
、地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
。」と
、さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

「
あ
ぐ
る
塾
」２
０
２
２
の
ご
案
内

今
年
も
開
催
さ
れ
る「
あ
ぐ
る
塾
」を
受
講
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
、ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
自
治
会
長
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

↑�ラ・ポーズとはフランス語で
『一休み、憩いの場』の意味

あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
し
ま
す！

■定15人程度　■場竹田市城下町交流プラザ
■問まちづくりたけた株式会社　☎64-0175

詳しくは、
まちづくりたけた
株式会社HP

 ◎第１回：５／19㈭
　・財務会計の基礎知識
　・ビジネスプランと資金計画

 ◎第２回：５／26㈭
　・販路開拓（withコロナ時代のWEBマーケティング）
　・人材育成（初めての雇用〜５つのポイント）

 ◎第３回：６／ ２㈭
　・ワークショップ（創業計画書の作成）
 ◎第４回：６／16㈭
　・プレゼンテーション

毎回午後6:30〜8:30

受講費
無 料

あぐる塾 2022竹田市起業・創業
支 援 セ ミ ナ ー

広報たけた  令和４年４月号 22



広報たけた４月号
今月の目次　− Lineup −

前月比
人　口 20,344 人 − 29人
男　性 9,541 人 − 12人
女　性 10,803 人 − 17人
世帯数 9,998 世帯 −９世帯
※令和４年３月１日現在の住民基本台帳による
■表紙題字
　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

人口のうごき

２
４

６
８
10
11

12
14
16
17
18
22
24

25
26

27
28

あなたのチャレンジ応援します！ ほか
令和４年度の予算を
お知らせします
令和４年度竹田市人事異動
人と人、心と心をつなぐ手話
子育て世帯への臨時特別給付金 ほか
新型コロナワクチン接種の
お知らせ
たけたんトピックス
たけたんカレンダー
健康コーナー
休日・夜間の在宅当番医院 ほか
たけたんインフォほか
監査公表
令和４年度の年金相談／ぬく
もり ほか
図書館へ行こう！
グランツたけたからのお知らせ
／まるごと博物館
アッパレ100歳 ほか
郷土の植物／すくすく１歳
／誕生おめでとう

竹田市でビジネスを始めませんか？
自分の経験やスキルを活かし自ら事業を立ち上げ、そしてその事業を継
続していくには、「経営」に関する多岐に渡る知識や情報・人脈・戦略などが
必要です。市では、商工観光課がワンストップ窓口となり、関係機関が連携
して創業支援に取り組んでいます。

どこで、どのような相談をすればいいのか分からない。
創業のための資金が足りない。など

実現可能な事業計画を立てたい。
創業に伴う届出や創業後のサポートを受けたい。
青色申告制度と記帳の仕方について相談したい。
財務、税務など実務的なことを知りたい。など

創業の基本的なことを学びたい。
創業者、創業を志す人と交流したい。
空き店舗の情報を知りたい。

商工観光課

竹田商工会議所
九州アルプス商工会

まちづくりたけた㈱

■竹田市創業等支援事業費補助金
市内で創業する個人事業主、法人（創業して３年以内の方含む）を
対象に、事業所賃借料、事業所開設費用、法人登記等に係る経費、販
売の促進に係る経費の２分の１以内（１事業者あたりの補助上限額
150万円）の補助を行う制度です。（審査あり）詳細については下記ま
でお問い合わせください。
※�まちづくりたけた㈱によるあぐる塾などの認定連携創業支援機関
による創業セミナーの受講や、認定連携創業支援等事業者による
支援及び指導を受けて、事業計画書等を作成していることが申請
の要件となります。

■「特定創業支援等事業により支援を受けたことの証明書」の発行
あぐる塾やおおいたスタートアップセンターによる創業セミナー
の受講のほか、竹田商工会議所や九州アルプス商工会などの個別指
導による「経営」「財務」「人材育成」「販路開拓」の４分野の要素を学習
した場合、証明書を発行します。証明書を受けることにより、会社設
立時の登録免許税の軽減などの優遇措置を受けることができます。

■問商工観光課  ☎63-4807

イースターイベント参加者募集
４月はドイツのイースターの時期です。子ど
も向けの楽しいイベントを開催します。イース
ターの時期を一緒に楽しみましょう！
☆イースターエッグ・ペイント
■日４月10日㈰　午前10時～正午
■場いきいき交流センター　■料無料
■定10組（大人１人での参加可）　■申■期４月８日㈮
準備物　生卵（５個）、絵具と絵筆、
　　　　はさみ、タッパー
☆イースターエッグ・ハント
■日４月24日㈰　午前10時～午後２時
■場瀧廉太郎記念館　■料200円
■定25人　■申期４月20日㈬

「ランゲージ交流ルーム」参加者募集
英語と日本語の言語交流を目的とした「ランゲ

ージ交流ルーム」を実施します。ディスカッショ
ンやゲームなどさまざまな活動を行います。楽し
い体験でお互いの言語を学び合っていきましょう！
■日毎週水曜日　午後７時～８時30分
　（状況により急遽中止になる場合があります）
■場竹田市城下町交流プラザ
■料無料

国際交流員からのお知らせ

3 2022年４月発行3



一般会計予算総額 194億 3,588万円
  令和４年度の予算をお知らせします

竹田市議会第1回定例会で、令和４年度の予算が議決されました。３つの基本方針に基づき予算編成を行いました。

■歳出（目的別）
議 会 費 1億6,491万円 議員報酬など議会の運営に要する経費 土 木 費 13億7,005万円 道路や河川、市営住宅の整備などに要する経費
総 務 費 35億6,670万円 職員や各種委員の人件費など管理事務に要する経費 消 防 費 6億1,471万円 消防団の運営費などの消防活動に要する経費
民 生 費 53億7,791万円 医療費の助成など社会福祉向上に要する経費 教 育 費 15億2,414万円 学校施設の整備や文化・スポーツ振興などに要する経費
衛 生 費 12億707万円 保健活動やごみ・し尿処理などに要する経費 災害復旧費 2億8,899万円 農地・市道・河川などの災害復旧に要する経費
労 働 費 1,280万円 雇用対策などに要する経費 公 債 費 21億3,892万円 市が借り入れたお金の返済金に要する経費
農林水産業費 27億8,295万円 ほ場整備など農業や林業の振興に要する経費 予 備 費 2,000万円
商 工 費 3億6,673万円 商工・観光の振興などに要する経費

人件費
35億1,787万円
18.1%

市税
18億9,638万円
9.8％

繰入金
16億3,103万円
8.4％

分担金及び負担金
２億9,123万円
1.5％

使用料及び手数料
４億4,053万円
2.3％

財産収入等
10億4,885万円
5.4％地方交付税

75億5,000万円
38.8％

国庫支出金
22億2,633万円
11.4％

県支出金
21億8,826万円
11.2％

県支出金
21億8,826万円
11.2％

市債
12億6,570万円
6.5％

地方譲与税
３億2,915万円
1.7％

地方消費税交付金
４億7,767万円
2.5％

その他依存財源
9,075万円
0.5％

扶助費
27億3,586万円
14.1%

公債費
21億3,892万円
11.0%

普通建設事業費
23億8,695万円
12.3％

災害復旧事業費
２億8,854万円
1.5%

物件費
40億4,562万円
20.8%

維持補修費
１億7,253万円
0.9%

補助費等
18億7,947万円
9.7%

繰出金
18億7,906万円
9.6%

積立金
３億7,106万円
1.9%

予備費
2,000万円
0.1％

義務的経費
43.2％
義務的経費
43.2％

自主財源
27.3％
自主財源
27.3％

依存財源
72.7％
依存財源
72.7％

投資的経費
13.8％

投資的経費
13.8％

その他経費
43.0％
その他経費
43.0％歳 出 歳 入

人件費
35億1,787万円
18.1%

市税
18億9,638万円
9.8％

繰入金
16億3,103万円
8.4％

分担金及び負担金
２億9,123万円
1.5％

使用料及び手数料
４億4,053万円
2.3％

財産収入等
10億4,885万円
5.4％地方交付税

75億5,000万円
38.8％

国庫支出金
22億2,633万円
11.4％

県支出金
21億8,826万円
11.2％

県支出金
21億8,826万円
11.2％

市債
12億6,570万円
6.5％

地方譲与税
３億2,915万円
1.7％

地方消費税交付金
４億7,767万円
2.5％

その他依存財源
9,075万円
0.5％

扶助費
27億3,586万円
14.1%

公債費
21億3,892万円
11.0%

普通建設事業費
23億8,695万円
12.3％

災害復旧事業費
２億8,854万円
1.5%

物件費
40億4,562万円
20.8%

維持補修費
１億7,253万円
0.9%

補助費等
18億7,947万円
9.7%

繰出金
18億7,906万円
9.6%

積立金
３億7,106万円
1.9%

予備費
2,000万円
0.1％

義務的経費
43.2％
義務的経費
43.2％

自主財源
27.3％
自主財源
27.3％

依存財源
72.7％
依存財源
72.7％

投資的経費
13.8％

投資的経費
13.8％

その他経費
43.0％
その他経費
43.0％歳 出 歳 入
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 予算編成の基本方針
Ⅰ．人を育む
世代ごとの人の育みを深める竹
田市の実現
Ⅱ．暮らしを守る
市民の暮らしを重視する竹田市
の実現
Ⅲ．社会が輝く
「活き活き」と働きながら暮らせ
る竹田市の実現 18年度17年度

70.4
64.7

68.4
65.9

69.4
85.3 91.8 88.6 96.3 98.6 99.3 95.5

238.0232.0 226.9
215.4

億円 人
300

250
500

400

職員数
（定員管理計画）

基金残高
（普通会計）

市債残高
（普通会計）

300

200

100

0

200

150

100

50

0

225.7
213.3

202.2
185.9 177.5

166.9
155.8

147.0
147.9

160.7 168.2 184.6 178.9

348348352352362362 346346 335335 331331
378390410421429

市債（借金）と基金（貯金）及び職員数の推移

435435
460

477495516522

90.0 83.5 78.7 70.3 72.5

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度
（見込）

令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は「
世
代

ご
と
の
人
の
育
み
を
深
め
る
竹
田
市
の
実
現
」

「
市
民
の
暮
ら
し
を
重
視
す
る
竹
田
市
の
実
現
」

「
活
き
活
き
と
働
き
な
が
ら
暮
ら
せ
る
竹
田
市

の
実
現
」を
３
つ
の
基
本
方
針
と
し
て
、生
活

者
重
視
の
視
点
で
積
極
的
な
予
算
編
成
を
行

い
ま
し
た
。市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
等
を
示
す
第
２
次
総
合
計
画
策
定
事
業
、生

活
困
窮
者
等
支
援
事
業
、中
高
連
携
事
業
な

ど
、総
額
１
９
４
億
３
，５
８
８
万
円
で
、前

年
度
比
１・９
％（
肉
付
け
後
）の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
歳
入
で
は
、ふ
る
さ
と
納
税
等
の

寄
附
金
額
は
、前
年
度
比
１
億
５
，０
９
２
万

円
増
の
７
億
６
，０
８
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
地
方
交
付
税
は
、前
年
度
比
２
億

円
増
の
75
億
５
，０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。国
庫
支
出
金
は
、社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
の
増
額
等
で
、前
年
度
比
１
億
２
，

３
９
８
万
円
増
の
22
億
２
，６
３
３
万
円
、県

支
出
金
は
、農
地
や
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

事
業
補
助
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
比

４
億
９
３
９
万
円
減
の
21
億
８
，８
２
６
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ
る
社
会
保
障

費
や
、施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
補
修
費
の

増
大
な
ど
、本
市
の
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。今
後
も
公
共

施
設
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。
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公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
当
初
予
算
の

概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



  令和４年度の主な事業
　 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
◆第２次総合計画策定事業..............................509万円

（一般財源：509万円)　
　令和５年度から令和14年度の長期総合計画の策定
◆自治会集会所施設整備補助金......................200万円

（基金：200万円)　
　集会所等の軽微な修繕等に対する助成
〇竹田市移住応援給付金.................................670万円

（県費：407万円　基金：263万円)　
　 民生費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
〇生活困窮者等支援事業................................. 861万円

（国費：554万円　一般財源：307万円)　
　生活困窮者等の無料職業紹介所の窓口設置や能力向上の
　研修、職業体験等の支援
〇保育体制強化事業........................................600万円

（国費：300万円　一般財源：300万円)　
　保育に係る周辺業務の支援者雇用に係る助成
〇保育補助者雇用強化事業.............................576万円

（国費：432万円　県費：72万円　一般財源：72万円)　
　保育士資格の取得や保育士確保に繋げる保育補助者の雇用
　に係る助成
◆保育士確保対策事業........................................90万円

（一般財源：90万円)　
　市内保育所に就職した新卒保育士等に対する就職助成金等
◆介護サービス提供体制確保事業..................600万円

（地方債：600万円)　
　介護サービス提供事業者に対する各種サービス提供に要する
　移動経費の助成
　 衛生費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
◆葬祭場整備事業委託料..............................1,982万円

（一般財源：1,982万円）　
　浄光園の整備に係る基本計画作成及び調査
〇予防接種事業委託料..................................2,865万円
（国費：219万円　基金：2,500万円　一般財源：146万円）　

　高齢者のインフルエンザ及び肺炎球菌のワクチン接種への助成。
　新たに肺炎球菌の住民負担軽減を実施

　 労働費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
◆若者定住促進奨学金返還支援事業..............200万円

（基金：200万円）　
　市内事業所に就職した新規正規雇用者に対する奨学金返還
　金の助成

　 土木費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
〇社会資本整備総合交付金事業.............2億6,026万円

（国費：1億2,203万円　県費：428万円　
地方債：8,060万円　一般財源：5,335万円)　

　道路改良・維持、街なみ環境整備事業
〇急傾斜地崩壊対策事業..............................6,416万円

（県費：3,200万円　地方債：2,400万円　
その他：800万円　一般財源：16万円)　

　降雨や地震等によるがけ崩れ防止対策

　 農林業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
〇次代へ繋ぐ園芸産地整備事業...................2,371万円

（県費：1,185万円　一般財源：1,186万円)　
　ハウスや機械の導入等に係る助成
●森林経営管理事業.....................................4,133万円

（基金：4,133万円)　
　防災を主とした市による森林整備
〇就農スタートアップ支援事業.......................306万円

（県費：153万円　一般財源：153万円)　
　新規就農者への農業指導等の支援
◆畜産後継者支援対策事業.............................300万円

（基金：300万円)　
　畜産農家の後継者に対する施設整備費用等の助成
●県営土地改良事業負担金...................４億5,916万円

（地方債：２億9,030万円　その他：１億946万円　
一般財源：5,940万円)　

　農業施設の近代化や農地の集約化
〇多面的機能支払交付金事業................２億9,667万円

（県費：２億2,334万円　一般財源：7,333万円)　
　農業・農村の地域活動や営農の継続等に対する支援
〇中山間地域等直接支払交付金事業...........５億41万円

（県費：３億7,291万円　一般財源：１億2,750万円)　
　農業生産条件の不利を補正するため、生産活動を維持する
　活動を支援
　 教育費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
◆学校図書館システム整備事業......................383万円

（基金：300万円　一般財源：83万円)　
　学校間の書籍の有効活用に向けたデータ整備
◆中高連携事業.................................................. 29万円

（基金：25万円　一般財源：4万円)　
　竹田高校と市内中学校との間における学習面や部活指導等
　の連携体制の構築

◆は新規の市単独事業　●は市単独事業　〇は国県等の財源を活用しています。（　）内は事業費の財源内訳を記載しています。

■特別会計

■水道事業会計

会　計　名 当初予算額 会　計　名 当初予算額
竹田市立こども診療所特別会計 1億106万円 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億3,463万円
長湯温泉療養文化館特別会計 5,145万円 農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1億4,109万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 32億4,069万円 浄化槽整備推進事業特別会計 2億3,050万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 4億2,357万円 久 住 高 原 荘 特 別 会 計 1,000万円
介 護 保 険 特 別 会 計 35億6,055万円

区　　分 当初予算額 区　　分 当初予算額
収益的収入（水道料金など） 1億6,446万円 資本的収入（工事負担金など） 2,512万円
収益的支出（水道水供給費用） 1億6,205万円 資本的支出（建設改良費･償還金） 1億19万円
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れ
ま
で
市
民
課
環
境
対
策
室
が
担
っ
て
い
た
業
務
に
加
え
、エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
業
務
を

担
当
し
ま
す
。

■
畜
産
振
興
室
を「
畜
産
振
興
課
」に
名
称
変
更
し
ま
す
。

　

�

竹
田
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
畜
産
業
の
う
ち
、畜
産
振
興
部
門
を
農
政
課
か
ら
分
割

し
ま
す
。
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報
課
総
合
政
策
室
係
長
）児
玉
貴
生
▽
総
合
政
策

課
政
策
推
進
係
長（
企
画
情
報
課
）島
村
育
郎
▽

総
合
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長（
保
険
健
康

課
）髙
本
輝
美
▽
総
合
政
策
課
主
幹
・
竹
田
市
文

化
振
興
財
団
派
遣（
企
画
情
報
課
主
幹
・
竹
田
市

文
化
振
興
財
団
派
遣
）関
口
恵
介
▽
財
政
課
財
産

管
理
係
長（
財
政
課
）足
達
崇
徳
▽
税
務
課
主
幹
兼

特
別
収
納
推
進
室
長（
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

係
長
）大
窪
孝
幸
▽
環
境
課
主
幹
兼
環
境
衛
生
係

長（
市
民
課
主
幹
兼
環
境
対
策
室
長
）髙
橋
英
明
▽

保
険
健
康
課
健
康
増
進
係
長（
保
険
健
康
課
）児

玉
寛
子
▽
保
険
健
康
課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係

長（
企
画
情
報
課
）足
達
亜
美
▽
人
権
・
部
落
差
別

解
消
推
進
課
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
係
長

（
税
務
課
）竹
下
有
香
▽
社
会
福
祉
課
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長（
社
会
福
祉
課
）森
淳
史

▽
竹
田
保
育
所
主
任
保
育
士（
竹
田
保
育
所
）増
山

加
寿
恵
▽
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係
長（
高
齢

者
福
祉
課
）後
藤
千
鶴
▽
高
齢
者
福
祉
課
主
任
保

健
師（
保
険
健
康
課
）中
里
裕
美
▽
高
齢
者
福
祉

課
高
齢
者
支
援
係
長（
税
務
課
）吉
野
秀
樹
▽
農

政
課
主
幹（
農
政
課
主
幹
兼
農
業
振
興
係
長
）井

出
剛
▽
農
政
課
農
業
振
興
係
長（
農
政
課
）志
賀

直
樹
▽
農
政
課
営
農
係
長（
農
政
課
）山
崎
竜
介
▽

畜
産
振
興
課
主
幹
兼
畜
産
係
長（
畜
産
振
興
室
主

幹
兼
畜
産
振
興
室
係
長
）足
達
満
▽
農
林
整
備
課

大
野
川
上
流
推
進
室
長（
農
林
整
備
課
大
野
川
上

流
推
進
室
係
長
）伊
東
豪
▽
農
林
整
備
課
農
村
計

画
係
長（
議
会
事
務
局
議
事
係
長
）佐
田
達
也
▽

農
林
整
備
課
主
幹（
農
林
整
備
課
主
幹
兼
地
籍
調

査
係
長
）廣
橋
秀
晃
▽
農
林
整
備
課
地
籍
調
査
係

長（
農
林
整
備
課
）黒
林
達
也
▽
建
設
課
主
幹
兼

庶
務
係
長（
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
主
幹

兼
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
係
長
）渡
邊
真
由

美
▽
建
設
課
建
築
係
長（
建
設
課
）竹
下
邦
光
▽
建

設
課
都
市
・
中
九
州
道
推
進
係
長（
商
工
観
光
課
）

中
島
亜
紀
子
▽
上
下
水
道
課
庶
務
係
長（
上
下
水

道
課
）後
藤
寿
子
▽
上
下
水
道
課
工
務
係
長（
上
下

水
道
課
）上
野
裕
美
▽
荻
支
所
産
業
建
設
係
長（
荻

支
所
）後
藤
和
文
▽
直
入
支
所
主
幹（
農
業
委
員
会

事
務
局
主
幹
兼
農
地
係
長
）工
藤
裕
崇
▽
生
涯
学

習
課
公
民
館
・
生
涯
学
習
係
長（
生
涯
学
習
課
）井

上
千
賀
子
▽
議
会
事
務
局
主
幹
兼
議
事
係
長（
建

設
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
兼
建
築
係
長
）森
敦
史

■
一　
般

▽
総
務
課（
商
工
観
光
課
）牛
尾
公
一
▽
総
務
課

（
農
政
課
）沖
裕
哉
▽
総
合
政
策
課（
企
画
情
報
課
）

重
石
和
紀
▽
総
合
政
策
課（
企
画
情
報
課
）佐
田
直

人
▽
総
合
政
策
課（
企
画
情
報
課
）井
野
輝
未
▽
総

合
政
策
課（
企
画
情
報
課
）足
立
啓
樹
▽
総
合
政
策

課（
企
画
情
報
課
）工
藤
貴
大
▽
総
合
政
策
課（
企

画
情
報
課
）大
塚
ひ
か
り
▽
情
報
推
進
課（
ケ
ー
ブ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
情
報
政
策
室
）山
村
明
▽
情

報
推
進
課（
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
情
報
政

策
室
）中
村
元
勇
▽
財
政
課（
総
務
課
）堀
琢
磨
▽

財
政
課（
農
政
課
）園
田
友
樹
▽
税
務
課（
市
民
課
）

市
丸
訓
佳
▽
税
務
課（
農
林
整
備
課
）坂
本
将
太

郎
▽
税
務
課（
高
齢
者
福
祉
課
）児
玉
淳
▽
市
民
課

（
直
入
支
所
）馬
見
塚
量
子
▽
環
境
課（
市
民
課
）赤

峰
佐
知
子
▽
保
険
健
康
課（
社
会
福
祉
課
）足
立
久

知
▽
保
険
健
康
課（
高
齢
者
福
祉
課
）小
島
希
実
▽

保
険
健
康
課（
税
務
課
）橋
本
悠
香
▽
社
会
福
祉
課

（
総
務
課
）倉
原
郁
▽
竹
田
保
育
所（
直
入
幼
稚
園
）

松
原
楓
▽
白
丹
保
育
所（
竹
田
保
育
所
）藤
川
佳

奈
子
▽
高
齢
者
福
祉
課（
市
民
課
）髙
瀨
剛
志
▽
農

政
課（
農
林
整
備
課
）後
藤
祥
司
▽
農
政
課（
保
険

健
康
課
）舞
潤
一
▽
畜
産
振
興
課（
畜
産
振
興
室
）

足
達
京
悟
▽
畜
産
振
興
課（
畜
産
振
興
室
）衛
藤

勝
幸
▽
農
林
整
備
課（
建
設
課
）伊
藤
慎
弥
▽
農
林

整
備
課（
税
務
課
）佐
田
裕
美
▽
農
林
整
備
課（
生

涯
学
習
課
）松
田
尚
也
▽
商
工
観
光
課（
社
会
福
祉

課
）稗
田
友
宏
▽
上
下
水
道
課（
荻
支
所
）後
藤
宗

子
▽
会
計
課（
生
涯
学
習
課
）工
藤
良
次
▽
荻
支
所

（
社
会
福
祉
課
）繁
野
加
奈
▽
荻
支
所（
農
政
課
）山

村
啓
太
郎
▽
直
入
支
所（
生
涯
学
習
課
）土
屋
剛
▽

南
部
幼
稚
園（
竹
田
幼
稚
園
）吉
野
由
希
子
▽
生
涯

学
習
課（
農
林
整
備
課
）原
田
秋
生
▽
生
涯
学
習
課

（
農
政
課
）下
田
哲
照
▽
生
涯
学
習
課（
財
政
課
）塩

手
大
史
▽
生
涯
学
習
課（
税
務
課
）佐
藤
史
織
▽
農

業
委
員
会（
税
務
課
）河
﨑
凌
央

■
令
和
４
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
山
口
誠（
総
務
課
長
）▽
志
賀
郁
夫（
企
画
情
報

課
長
）▽
堀
勇
進（
市
民
課
長
）▽
後
藤
聡（
農
政
課

長
）▽
今
澤
盛
治（
建
設
課
長
）▽
阿
南
秀
則（
会
計

課
長
）▽
赤
木
宏
幸（
荻
支
所
長
）▽
衛
藤
洋
一（
直

入
支
所
長
）▽
後
藤
惟
稔（
教
育
総
務
課
長
）▽
古

澤
眞
治（
上
下
水
道
課
長
）▽
後
藤
一
郎（
竹
田
中

央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
）▽
工
藤
京
子（
竹
田

保
育
所
長
）▽
吉
野
万
千
世（
白
丹
保
育
所
長
）▽

菅
里
美（
竹
田
保
育
所
主
幹
）▽
吉
野
忠
道（
上
下

水
道
課
主
幹
）▽
鍵
小
野
智
哉（
農
林
整
備
課
）▽

原
田
空（
税
務
課
）

■
令
和
４
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
税
務
課（
仲
村
咲
穂
）▽
税
務
課（
後
藤
七
海
）

▽
市
民
課（
佐
藤
し
お
り
）▽
環
境
課（
峯
野
高
翔
）

▽
社
会
福
祉
課（
惠
藤
絢
香
）▽
社
会
福
祉
課（
佐

藤
貴
一
）▽
農
政
課（
長
木
悠
）▽
農
林
整
備
課（
倉

野
恭
佑
）▽
建
設
課（
明
川
侑
磨
）▽
久
住
支
所（
大

原
成
未
）

 

竹
田
市
消
防
本
部・消
防
署
人
事
異
動

【
令
和
４
年
４
月
１
日
付（　
）内
は
旧
役
職
】

■
消
防
本
部
・
課
長

▽
総
合
政
策
課
長（
次
長
兼
総
務
課
長
）渡
邊
良
夫

■
消
防
本
部
・
課
長
補
佐

▽
総
務
課
長
補
佐（
税
務
課
長
補
佐
兼
特
別
収
納

推
進
室
長
）峯
野
憲
司

■
消
防
本
部
・
係
長

▽
消
防
本
部
警
防
課
警
防
係
長
兼
予
防
係
長
兼

危
険
物
係
長
兼
通
信
係
長（
久
住
分
署
救
急
係
長
）

後
藤
章
八

■
消
防
署
・
係
長

▽
消
防
署
救
助
係
長（
久
住
分
署
調
査
係
長
）長

野
幸
男
▽
久
住
分
署
救
急
係
長（
消
防
本
部
警
防

係
長
兼
予
防
係
長
兼
危
険
物
係
長
）工
藤
幸
司
▽

久
住
分
署
調
査
係
長（
消
防
署
救
助
係
長
兼
通
信

係
長
）岩
屋
英
明

■
消
防
署
・
一
般

▽
消
防
署
救
急
係（
久
住
分
署
）釘
宮
翔
太
▽
消
防

署
救
急
係（
久
住
分
署
）本
田
竜
清
▽
消
防
署
通
信

係（
久
住
分
署
）隅
康
一
郎
▽
久
住
分
署（
消
防
署

救
急
係
）佐
藤
愛
朗
▽
久
住
分
署（
消
防
署
救
急

係
）原
田
祥
信
▽
久
住
分
署（
消
防
署
救
助
係
）佐

藤
大
夢

■
令
和
４
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
羽
田
野
和
也（
消
防
本
部
総
務
課
）
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竹田市手話言語等による意思疎通の促進に関する条例を制定

人と人、心と心をつなぐ手話

↑�令和３年度は入門課程を修了した４人の方が基礎
課程を受講し、講師や受講生間での手話、聴覚障
がいのある方との手話を使った会話、またDVDに
よる研修を行いました

手
話
と
は
…

手
話
は
、物
の
名
前
や
事
柄
の
意
味

を
手
や
指
、体
な
ど
の
動
き
や
顔
の
表

情
を
使
っ
て
視
覚
的
に
表
現
す
る
言
語

で
す
。
生
ま
れ
つ
き
耳
が
聞
こ
え
な
い

方
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
聴
力
を
失
っ

た
方
、難
聴
の
方
に
と
っ
て
、と
て
も
大

切
な
言
葉
で
す
。

手
話
に
は
、国
や
地
域
、あ
る
い
は
そ

の
人
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
よ
り
、一

人
一
人
の
表
現
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

□受講しようと思った理由は
多様性の社会となり、いろんな方とコミュニケーショ

ンを取りたいと思ったのがきっかけです。
□手話が役立ったことは
社会福祉法人太陽の家（別府市）の方と友達になれた

こと、聴覚に障がいのある方を見かけたときに声かけ
ができたことです。
□講座に参加してみて
それぞれの先生に個性があって、教え方がわかりやす

く質問もしやすかったです。難しいと感じても受講生どう
しで考え、先生の解説を聞くことで楽しく理解できました。

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、誰
も
が

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、共
に
支

え
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
と
し
て
、手
話
を
言
語
と
し
て
認

め
、障
が
い
の
あ
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
し
て
い
く
た
め
の
条
例
を

令
和
４
年
４
月
に
施
行
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
施
行
に
よ
り
手
話
、点
字

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
の
特
性
に
応
じ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
活
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
、お
互
い
に
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

市
民・事
業
者
の
皆
様
に
は
、基
本
理
念

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、障

が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
活
用
の
促
進
に
関
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■ 

現
在
の
取
り
組
み

　
手
話
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

聴
覚
障
が
い
者
の
生
活
や
関
連
す
る
福

祉
制
度
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、日
常

生
活
を
行
う
の
に
必
要
な
手
話
の
単
語
や

手
話
表
現
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習

会
で
す
。

県
聴
覚
障
害
者
協
会
よ
り
講
師
を
派
遣

し
て
い
た
だ
き
、毎
月
第
１・３
火
曜
日
の

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
、竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
裏
の
高
齢
者
い
き
い

き
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
入
門
課
程
、基
礎

課
程
が
１
年
ご
と
交
互
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

入
門
課
程（
全
24
回
）

指
文
字
な
ど
の
手
話
の
基
礎
的
な
表
現

方
法
を
体
験
す
る
こ
と
で
、手
話
や
聴
覚

障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

基
礎
課
程（
全
23
回
）

手
話
の
表
現
能
力
や
読
み
取
り
能
力
、

伝
達
能
力
の
向
上
を
図
り
、聴
覚
障
が
い

者
と
の
会
話
を
通
し
て
、実
践
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
学
習
を
行
い

ま
す
。

　
点
字
プ
リ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
点
字

　
書
類
を
作
成
し
て
い
ま
す

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
で
、点
字
で
の

書
類
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、社
会
福
祉

課
障
が
い
福
祉
係
で
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
おおつか

塚  宇
う つ み

津美 さん

小学校に勤めているので、
子どもたちに手話や、絵を
使うことでも相手に思いが
伝わることを教えたい。

手話講習会受講生の声

広報たけた  令和４年４月号 8



■竹田市の身体障がい者手帳交付状況（令和３年３月 31 日現在）       （人）

障がい種別
等　　　級

合計
１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

視覚障がい 37 33 5 7 10 9 101 

聴覚・平衡機能障がい 12 31 23 42 3 151 262 

音声・言語・咀
そ
嚼
しゃく
機能障がい 0 1 9 11 0 0 21 

肢体不自由 125 180 262 288 176 55 1,086 

内部障がい 239 11 78 72 0 0 400 

合　　計 413 256 377 420 189 215 1,870 

↑�毎週水曜日の午前 10時 30分から午後５時まで
の間、社会福祉課障がい福祉係で対応しています

↑�市内には身体障がい者手帳を所持している方が約 1900人います。
そのうち 200人を超える方が聴覚に障がいのある方です。

↑�県障害福祉課のホームページには、「コンビニ」「駅」「銀行」「ショッ
ピング」「病院」「美容院」の６パターンが掲載されています

市役所の各種手続きや、日常生活での悩
みごとなどの相談に、長年の経験を生か
した手話通訳で対応します。通訳の際に
は、表情が隠れてしまわないよう口元の
見えるマスクを使用しています。

　

専
任
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
て
い
ま
す

市
で
は
、市
役
所
内
の
各
種
事
務
手
続

き
や
日
常
生
活
で
の
相
談
等
に
対
応
す
る

た
め
、県
聴
覚
障
害
者
協
会
か
ら
の
派
遣

に
よ
り
専
任
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
て
い

ま
す
。

　
広
報
誌
の
音
声
読
み
上
げ
を

　
行
っ
て
い
ま
す

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に「
広
報
た
け
た
」

を
音
声
で
読
み
上
げ
た
も
の
を
Ｃ
Ｄ
に
入

れ
て
送
付
し
て
い
ま
す
。

中
なかしま

島  廣
ひろ

子
こ

 さん
（専任手話通訳者）

どんなことでも、
お気軽にご相談
ください！

■ 

今
後
の
取
り
組
み

　
学
校
で
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す

子
ど
も
た
ち
が
障
が
い
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
持
ち
、理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、教
育
委
員
会
や
市
内
小・中
学

校
等
と
協
力
し
、手
話
教
室
の
開
催
や
、障

が
い
を
理
解
す
る
た
め
の
書
籍
の
配
備
を

行
い
ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
ま
す

自
宅
で
も
手
話
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
手
話
講
座
や
、あ
い
さ
つ
な
ど
の
簡
単

な
手
話
の
表
現
方
法
を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
の

放
映
、番
組
内
で
の
手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
貸
し
出
し
し
ま
す

手
話
講
習
会
等
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
希
望
者
へ

貸
し
出
し
ま
す
。

　
指
さ
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
ボ
ー
ド
を
設
置
し
ま
す

指
さ
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

と
は
、手
話
が
で
き
な
い
方
で
も
聴
覚
障
が

い
の
あ
る
方
と
、指
で
さ
し
示
し
な
が
ら
簡

単
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
下
記
の
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
が
描

か
れ
た
ボ
ー
ド
の
こ
と
で
す
。

市
で
は
、市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
や
病
院
、銀

行
な
ど
の
窓
口
に
設
置
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た
も
の
を
準
備

し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
、障
が
い
に
関
す
る

講
演
会
の
開
催
や
、手
話
講
習
会
等
を
通

じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
普
及

啓
発
を
行
い
ま
す
。

市
内
で
は
、約
１
９
０
０
人
の
方
が
身

体
に
障
が
い
を
抱
え
、生
活
し
て
い
ま
す
。

普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
、す
べ
て
の
人
が

ス
ム
ー
ズ
な
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、関
連
機
関・団
体
と
協
力
し
て

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■問
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
63–

４
８
１
１
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令
和
３
年
９
月
以
降
、離
婚
等

に
よ
り
０
歳
か
ら
18
歳
以
下
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
令
和
３
年
度
子
育
て
世

帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金（
10
万

円
）」を
受
給
で
き
な
い
方
に
対
し
、

支
給
対
象
児
童
１
人
当
た
り
10
万

円
の
給
付（
支
援
給
付
金
）を
支
給

し
ま
す
。

次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
方
は

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、期
限
内

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当

の
受
給
者
は
元
養
育
者
で
あ
っ
た

が
、令
和
３
年
９
月
１
日
以
降
、離

婚
等
に
よ
り
令
和
４
年
３
月
分
の

児
童
手
当
の
受
給
者
に
な
っ
た
方

②
令
和
３
年
９
月
30
日
時
点
で
は

高
校
生
世
代（
※
１
）児
童
の
主
た

る
養
育
者
で
は
な
か
っ
た
が
、離

婚
等
に
よ
り
令
和
４
年
２
月
28
日

時
点
に
お
い
て
、高
校
生
世
代
の

み
を
養
育
す
る
者
と
な
っ
た
方

※
１　

高
校
生
世
代
と
は
、平
成

15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、配
偶
者

を
有
し
て
い
な
い
方
で
す
。
高
校

に
在
学
し
て
な
い
社
会
人
な
ど
の

方
も
、父
ま
た
は
母
か
ら
監
護
さ

れ
て
い
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方

・
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
２
月
28
日
ま
で
に
Ｄ
Ｖ
等
の

被
害
を
受
け
、住
民
票
所
在
地
と

は
異
な
る
市
町
村
に
住
ん
で
い
る

が
、当
事
者
が
Ｄ
Ｖ
特
例
の
所
要

の
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
で
、子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
の
支
給
先
を
変
更
で
き

て
い
な
か
っ
た
方

・
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
２
月
28
日
の
間
に
海
外
か
ら

帰
国
し
、児
童
手
当
の
受
給
者
と

な
っ
た
方

・
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
２
月
28
日
の
間
に
養
子
縁
組

等
に
よ
っ
て
養
育
者
が
代
わ
っ
て

い
る
方

申
請
方
法　

竹
田
市
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
す
ま
い

る
」ま
た
は
各
支
所
に
備
え
付
け

の
申
請
書
ま
た
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

申
請
書
に
、必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※
申
請
方
法・
支
給
要
件
な
ど
の

詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
４
月
15
日
㈮
ま
で

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
、給
付

金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■提・
■問
竹
田
市
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー「
す
ま
い
る
」

（
〒
８
７
８–

８
５
５
５
竹
田
市
大

字
会
々
１
６
５
０
番
地
）

☎
63-

４
８
２
３

市公式ＨＰ

 

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

忘
れ
ず
に
申
請
を！

申請期限

金

４ 15

広報たけた  令和４年４月号 10

市が策定する地域福祉計画と竹田市社会福祉協議会が策定す
る地域福祉活動計画を一体的に策定し、地域福祉に関わる市や
社会福祉協議会、地域住民、団体等が共通の理念や目標のもとで、
共に支え合い助け合う地域社会の実現を目指します。
また、犯罪をした人の社会復帰を支援する「竹田市再犯防止推
進計画」を地域福祉計画に包含して策定しています。犯罪をした
人が立ち直ろうとすることを支え、孤立することのないよう、再
犯防止に向けた適切な支援が受けられる地域づくりに取り組み、
誰もが社会の一員として尊重され支え合う地域社会の実現を目
指します。
■問社会福祉課管理係　☎63-4811

竹田市・竹田市社会福祉協議会では、令和４年度から令和８年度
までの５年間を計画期間とする第３次竹田市地域福祉計画・第
４次竹田市地域福祉活動計画を策定しました。

〇地域福祉とは
誰もが自分らしく、いきいきと暮らし、

共に支えあい助け合いながら暮らしてい
けるような地域社会を、みんなで築いて
いく取り組みです。

〇地域福祉計画、地域福祉活動計画とは
共に支え合い助け合いながら暮らし

ていけるような地域社会を築いていくた
めに、住民や地域の関係団体、行政が取
り組むことの道筋となるものが「地域福
祉計画」です。「地域福祉活動計画」とは、
地域福祉の推進団体である社会福祉協
議会が地域福祉の推進のために取り組
む活動計画です。
※市公式ホームページ、竹田市社会福祉
協議会ホームページに計画全文を掲載
しています。

“人生輝くまち”
　　　　を目指して



■問竹田市新型コロナワクチン接種相談窓口
　対応時間　午前９時～午後５時（月曜日〜金曜日）　☎63-4840　

■問大分県新型コロナワクチン副反応等専門相談窓口
　対応時間　24時間対応（月曜日〜金曜日・土・日・祝日）　☎097-506-2850　

マスクの着用
密 閉 空 間密 接 場 面密 集 場 所

３つの密
密 集
密 接
密 閉

の回避 石けんによる
手洗い

手指消毒用アルコール
による消毒の励行

感染予防対策の継続をお願いします

新型コロナワクチン接種のお知らせ 第９弾
令和４年３月17日現在

【５歳～11歳以下の方の接種について】
市では、３月14日㈪から希望者への接種を開始しました。接種は強制ではありません。
接種を希望される方は、お送りしている案内チラシをもとにご予約ください。

対象者 ５歳以上11歳以下

使用するワクチン ファイザー社ワクチン（５歳～11歳用）
※12歳以上のワクチンとは異なります。

接種回数・接種間隔 ３週間の間隔をおいて２回接種 
接種会場（竹田市内） 竹田市立こども診療所
接種スケジュール

※�ワクチン供給の都合により変更となる
場合があります。

４月下旬以降、接種再開予定（決定次第、市公式ホームページ
でお知らせします）

【ワクチン接種証明書】
書面・電子版の２種類が発行可能です。
①書　面：保険健康課窓口で申請、発行
②電子版：スマートフォン上で発行
※専用アプリから申請できます。
※発行には、マイナンバーカードが必要です。
（マイナンバーカードの申請・お問い合わせは、市民課・
各支所市民係へお願いします。）

Android iPhone

新型コロナワクチン接種証明書アプリ

【追加接種（３回目接種）について】
２回目接種から６か月を経過する方に、順次接種券を送付しています。接種を希望される方は、お送りする案内
チラシをもとにご予約ください。

●大久保病院（ファイザー）　●竹田医師会病院（モデルナ）　●竹田市医師会特設会場（モデルナ）

【１度も接種がお済みでない方の予約を受け付けています】
市内で接種をご希望の方………�予約公式サイトから予約または竹田市新型コロナワクチン接種

相談窓口へお問い合わせください。
大分県庁で接種をご希望の方…予約電話　☎090–8494–0307

【接種券の再発行について】
接種券をなくされた場合は再発行できますので、下記相談窓口までお問い合わせください。
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３月15日、西技工業株式会社の田
た
﨑
さき
佳
よし
夫
お
代表取締

役社長から市に対し、企業版ふるさと納税寄附金が贈
呈されました。
今回の寄附は、市が令和３年度より計画実施してい

る「稲葉ダムThink and Act Projects※」に賛同いた
だけたもので、寄附金は稲葉ダム周辺の環境整備のた
めの機械導入に活用する予定です。
※稲葉ダム周辺地域の特性を活かした「発想」で、地
域振興を図り、地域コミュニティ活動の活性化につな
がる事業。

新
た
な
担
い
手
を

育
成
す
る
た
め
に

↑菅生地区小塚に整備された、ビニールハウス、露地ほ場

↑開所式に参加された入植者の皆さん

㈱クボタと連携協定締結

企業版ふるさと納税寄附金贈呈

３
月
11
日
、菅
生
地
区
で「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
フ
ァ
ー
ム
た
け
た
」の
開
所
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
、農
業
生
産
力
の
低
下
や
遊
休

農
地
の
増
大
、耕
地
利
用
率
の
低
下
等
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
、新
規
就

農
者
が
就
農
時
に
農
地
や
栽
培
施
設
、農

業
機
械
等
を
確
保
す
る
に
は
多
大
な
初
期

投
資
が
必
要
で
、二
の
足
を
踏
ま
せ
る
高
い

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
県
と
連
携
し
、貸
し
出
し
用
の
畑

や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、ト
ラ
ク
タ
等
の
農

業
機
械
を
配
備
す
る「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

フ
ァ
ー
ム
た
け
た
」を
整
備
し
ま
し
た
。入

植
者
を
代
表
し
て
入
江
徹
さ
ん
は「
不
安

も
あ
り
ま
す
が
、妻
と
一
緒
に
地
域
に
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。」

と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

以
下
、今
回
入
植
を
し
た
方
々
で
す
。

田た

尻じ
り　

孝た
か
よ
し義

さ
ん
・
美み

さ沙
さ
ん（
桜
町
東
）

阿あ

南な
ん　
皐こ
う
へ
い平

さ
ん（
下
菅
生
南
）

入い
り

江え　
徹と
お
るさ

ん
・
祐ゆ

り

こ
里
子
さ
ん（
泉
水
）

㈱
千
代
田
組

㈱
な
な
つ
星
フ
ァ
ー
ム

３月11日、市役所で㈱クボタと市が農業への新規参
入及び事業拡大のための環境整備に関する連携協定
を締結しました。同日開所したスタートアップファー
ムたけたにおいて、農機シェアリングサービスを提供
していただくことを契機に締結したもので、全国では
４例目、九州では初となります。
㈱クボタ イノベーションセンター ビジネスインキュ

ベーション部の辻
つじむら
村克

かつ
志
し
部長は「農機具のシェアリン

グサービスを行うことにより農業課題の一助になれば
ありがたい。」と抱負を述べてくれました。

たけたんトピックス
TOPICS
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受
賞
お
め
で
と
う

　
　
　
　 

ご
ざ
い
ま
す

  

第
53
回
大
分
県
農
業
賞

↑�左から志水秀幸さん（JAおおいた）、トマト
部会後藤敬三会長、土居昌弘市長、長野幸生
さん、信子さん

↑�記念植樹に参加された皆さん

豊岡小６年生が記念植樹

宝くじ助成金で神楽用具を整備

岡藩紋幕が寄贈されました
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大
分
県
の
農
業
に
貢
献
す
る
団
体・
個

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

生
産
・
銘
柄
産
地
・
６
次
化
部
門

最
優
秀
賞
・
農
林
水
産
大
臣
賞

大
分
県
農
業
協
同
組
合
豊
肥
事
業
部

ト
マ
ト
部
会

〈
ト
マ
ト
の
栽
培
開
始
か
ら
50
年
を
経
過
す

る
歴
史
あ
る
産
地
に
お
い
て
、今
で
も
先
進

的
な
技
術
の
導
入
や
後
継
者
育
成
な
ど
産

地
を
維
持・発
展
す
る
た
め
の
努
力
が
評
価

さ
れ
受
賞
〉�

 

企
業
的
個
人
経
営
部
門

優
秀
賞

長な
が
野の

　
幸こ
う
せ
い生

さ
ん
・
信の
ぶ
子こ

さ
ん（
古
園
）

〈
水
稲
、水
稲
育
苗
や
繁
殖
牛
な
ど
の
複
合

経
営
で
地
域
農
業
の
中
核
を
担
い
、特
に
水

稲
育
苗
に
お
け
る
貢
献
が
評
価
さ
れ
受
賞
〉

３月７日、騎
き む れ
牟礼城

じょう
址
し
公園で、豊岡小学

校６年生による記念植樹が行われました。
記念植樹は毎年恒例で、地元の保存会や老
人会の助けを借りて植樹しています。今年
はシャクナゲを２株植えました。
山
やま
田
だ
天
あま
音
ね
さんは「みんなと一緒にできる

最後の作業、いい思い出になりました。大
人になってそれぞれ違った道を歩んでいく
ことになりますが、みんなと一緒に見にき
たい。」と話してくれました。

神原神楽座が、宝くじの助成金を活用して神楽を舞
う際に使用する用具等を購入しました。神原神楽の創
始は、明らかな文献記録が残されていませんが、江戸時
代岡藩内に存在した岡９座に起因し、明治14・15年頃に片ケ瀬神楽より伝授を
受けたと考えられています。一旦は途切れたものの昭和61年に保存継承のた
め神原神楽座が結成され、現在15人が在籍しています。
今後も、地域で開催される敬老会や文化祭に参加するなどして、伝統芸能を

維持・保存し、後世へ継承することにより地域間交流の活性化を図っていきます。

３月17日、岡城跡二の丸で、竹田市竹田町のギャラリー「南画の
里古美術庵」を営んでいる平

ひら
野
の
耕
こう
治
じ
さん（上本町）が市に岡藩紋幕

を寄贈しました。
紋幕は高さ１．６メートル、幅３．７メートル。中川クルスと呼ば

れる「轡
くつわもん
紋」と、カシワの葉をあしらった「抱き柏

かしわ
」が並んでいます。

平野耕治さんは「岡藩の遺産は非常に少ない。市民がこれを見
て岡城に思いをはせていただければありがたい。」と話してくれま
した。
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 よりそいカフェ
よりそいカフェは認知症の人や
その家族、地域の住民らが気軽に
交流できる場所です。
◎竹田
■日７日・21日㈭ 10:00-11:30
■場みんなのいえカラフル
◎荻
■日26日㈫ 10:00-12:00
■場荻「しらみず」
◎久住
■日21日㈭ 10:00-12:00
■場久住「りんどう」
◎直入
■日15日・22日㈮ 10:00-12:00
■場直入「ゆのはな」
◎竹田北部「双城」
■日８日㈮・19日㈫ 13:00-15:00
■場出会いの湯
◎竹田南部「あけぼの」
■日13日㈬ 10:00-12:00 ■場入田分館
■日20日㈬ 10:00-12:00 ■場宮砥分館
■日26日㈫ 10:00-12:00 ■場あ祖母学舎

■問高齢者福祉課　☎63-4809

※新型コロナウイルス感染予防の観点から、行事が中止・延期となる場合があります。
 ４月の主な施設の休館日等 
◎グランツたけた（毎週月曜日）

◎佐藤義美記念館（毎週月曜日）

◎竹田市歴史文化館・由学館
　（毎週木曜日）

◎竹田温泉「花水月」
　（毎週木曜日）

◎�荻の里温泉（毎週月曜日）

◎陽目の里「名水茶屋」
　（毎週水曜日）

◎長湯温泉療養文化館「御前湯」
　（毎月第３水曜日）

◎長湯おんせん市場
　（毎月第３水曜日）

 納期限のお知らせ 
５/２㈪
・固定資産税（１期・全期）
　国民健康保険税（１期・全期）

OITAえんむすぶ
出会いサポートセンター
大分県が行う結婚応援
プロジェクト！！
「出会いのきっかけがほ
しい」と思うあなた、ま
ずは入会して
みませんか。

公式HP

・�たけのこ文庫のおはなし会 
15:00-15:30
　（竹田市立図書館）

※空いているスペースは、皆さんの予定を入れてご利用ください。

■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■持：持ち物　■申期：申込期限
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10 11 12 13

17 18 19 20

24 25 26 27

日  Sun 月  Mon 火  Tue 水  Wed
 月間・その他 
〇世界保健デー（４／７）
〇春の全国交通安全運動（４／６～15）
〇未成年者飲酒防止強調月間（４／１～30）
〇若年層性暴力被害予防月間（４／１～30）
〇みどりの月間（４／15～５／14）

たけたんカレンダー2022年 ４月
令和４年

農業委員会事務局農地係からのお知らせ 農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です。
（15日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）。　■問農業委員会事務局　☎63-4815

[竹田]阿南　茂 ☎67-2608
[  荻 ]佐藤孝幸 ☎68-3510
■問大分行政監視行政相談センター（きくみみ大分）  ☎097-533-1100

[久住]荒巻英俊 ☎76-1312
[直入]兒玉龍明 ☎75-2426

・�第74回岡城桜まつり ・�第４回竹田市農業委員会
総会 14:00～（市役所本
庁３階委員会室）

・�豊肥家畜市場〔成牛〕
　9:30～せり開始
　（豊後豊肥家畜市場）
・�年金相談 10:00-15:00
　�（竹田市高齢者いきいき
交流センター）■問日本年金
機構大分年金事務所
　☎097-552-1211

・�豊肥家畜市場〔子牛〕
　9:30～せり開始
　（豊後豊肥家畜市場）

・�郷土の自然に親しみ植物
を観察する会 刈小野周辺
8:00までに竹田市役所集
合※参加費1,000円
　■問竹田創生館
　☎62-4100

４月の行政なんでも相談
地域 相談日 時間 開　催　場　所
竹田

20日
㈬

10:00

～

正午

竹田市総合社会福祉センター
荻 荻公民館 幼児室
久住 久住支所 1 階会議室
直入 直入支所 小会議室

15 2022年４月発行



※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

こころの健康相談

■日４月８日・22日㈮　午後１時30分～３時30分
※相談日の前日午前中まで要予約
■場竹田市総合社会福祉センターまたは各支所
■問竹田市心の相談支援事業所　☎63-3346

保健師健康相談

■日４月22日㈮　■場直入支所
■日４月25日㈪　■場荻支所
■日４月28日㈭　■場久住支所
※各会場ともに午後１時30分～３時
※相談日の前日まで要予約
■問保険健康課　☎63-4810

乳幼児健診・教室

◎５歳児健診
■日４月21日㈭　午後１時～
■場竹田市総合社会福祉センター
◎乳児教室
■日４月27日㈬　午前９時30分～
■場竹田市総合社会福祉センター
■問竹田市子育て世代包括支援センター
　「すまいる」　☎63-4823

一定の障がいのある方は65歳から
後期高齢者医療制度に加入できます

障がいの程度が確認できる書類（障がい者手帳
など）、本人確認書類（運転免許証またはマイナン
バーカード等）をご持参のうえ、保険健康課また
は各支所市民係で手続きをしてください。
認定を受けられる一定の障がい
・身体障害者手帳　１・２・３級及び４級の一部
・療育手帳　Ａ１・Ａ２
・精神障害者保健福祉手帳　１・２級
・国民年金法による障害基礎年金　１・２級

健康診査を受けましょう
健康管理のために大分県後期高齢者医療広域

連合が行う健康診査を年１回受診しましょう。
■日■場 �各地区の巡回健診や施設健診時、または広域
連合指定の医療機関

■対大分県後期高齢者医療の被保険者
持参物　被保険者証
　　　　健康診査受診券（オレンジ色のハガキ）
■料年１回のみ無料
■問保険健康課国保・高齢者医療係
　☎63-1111（内線177・179）
　大分県後期高齢者医療広域連合
　☎097-534-1771（代表）

健幸運動教室

■日４月５日･12日･19日･26日㈫
■場竹田市直入B&G海洋センター体育館
■日４月１日･８日･15日･22日㈮
■場竹田市総合社会福祉センター
※両会場ともに午後１時30分～２時30分
■問竹田総合インストラクター協会　☎75-3456

湯中運動プログラム

予約不要の湯中運動講習です。天候等で中止
の場合がありますので、お問い合わせください。
■日４月４日・11日・18日・25日㈪　午後２時～３時
■場長湯温泉クアハウス　■料600円
■問保険健康課　☎63-4810

からだを知ろう会

体組成・体力測定をしてみませんか？６歳以上
であればどなたでも参加できます。
■日①４月16日㈯　午前10時30分〜11時30分
　　　　　　　　（受付 午前10時～10時30分）
　②４月19日㈫　午後３時〜４時
　　　　　　　　（受付 午後２時30分〜３時）
■場竹田市直入B&G海洋センター体育館　■料無料
■問保険健康課　☎63-4810

健康コーナー※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
（0974）が市外局番となります。
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診療時間
9:00～12:00
（受付11:30まで）
※�当番医の情報に
ついては、大分
県歯科医師会の
ホームページで
も確認できます。

当番日 医療機関 電話番号
１㈮ 久住加藤医院 ☎76-0008
２㈯ 大久保病院 ☎64-7777
３㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241
４㈪ 道全内科 ☎63-2270
５㈫ 志賀内科 ☎63-2083
６㈬ 大久保病院 ☎64-7777
７㈭ 柚須医院 ☎63-2016
８㈮ 安西皮膚科 ☎63-3232
９㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241
10㈰ 大久保病院 ☎64-7777
11㈪ 道全内科 ☎63-2270
12㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006
13㈬ 志賀内科 ☎63-2083
14㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387
15㈮ 竹田クリニック ☎64-9000
16㈯ 大久保病院 ☎64-7777
17㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241
18㈪ 道全内科 ☎63-2270
19㈫ 志賀内科 ☎63-2083
20㈬ 秦医院 ☎63-2246
21㈭ 柚須医院 ☎63-2016
22㈮ 加藤病院 ☎63-2338
23㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241
24㈰ 大久保病院 ☎64-7777
25㈪ 道全内科 ☎63-2270
26㈫ くどう循環器科・内科 ☎63-2304
27㈬ 志賀内科 ☎63-2083
28㈭ 竹田診療所 ☎62-4014
29㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241
30㈯ 大久保病院 ☎64-7777

当番日 医療機関 電話番号
４／ ３㈰ まつもと歯科クリニック（竹田市玉来）☎0974-62-2400
４／10㈰ 市場のはいしゃさん（三重町市場） ☎0974-22-1455
４／17㈰ 久住加藤医院歯科診療部（久住町久住）☎0974-76-0008
４／24㈰ 羽田歯科医院（三重町赤嶺） ☎0974-22-0317
４／29㈮ 長湯ごとう歯科（直入町長湯） ☎0974-75-3001
５／ １㈰ 久保歯科医院（大野町田中） ☎0974-34-2577
５／ ３㈫ 竹田市荻町歯科診療所（荻町馬場） ☎0974-68-3263
５／ ４㈬ 熊瀬歯科医院（三重町市場） ☎0974-22-0327
５／ ５㈭ ふじさわ歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-64-1118
５／ ８㈰ ごとう歯科口腔外科クリニック（三重町赤嶺） ☎0974-22-1118

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項

※�当番医院の情報については、変更になる場合があります。最新の情報は、ケーブルテレビの
データ放送「休日当番医」をご覧いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認できます。

■問豊後大野市民病院 ☎0974-42-3121
■問みやわき小児科    ☎0974-24-0230
■問三重東クリニック ☎0974-22-6333
■問竹田市立こども診療所 ☎63-3838
受付時間　医療機関によって異な
りますので、あらかじめ医療機関
に電話等でお問い合わせください。
診療時間　9:00～12:00
※�院外薬局が休みの場合には、あらかじ
め用意された約束処方となることがあ
りますので、ご了承ください。
※�当番医療機関については、やむを得ず
変更になる場合があります。
※�毎月の当番表については、各医療機関
の院内に掲示するほか、「おおいた医療
情報ほっとネット」で公開しています。

https://iryo-joho.pref.oita.jp/srh_toban.html

４月の休日及び夜間の在宅当番医院

小児科外来休日当番医院

歯科休日当番医院

・�かかりつけの病院がある場合は、できるだ
けそこで診てもらうようお願いします。

・�当番医院は、やむを得ず変更される場合が
あります。必ず事前に症状などを電話で連
絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・�原則として小学生以下の小児救急に関して
は、小児科外来休日当番医院を受診してく
ださい。

当番日 医療機関
４／ ２㈯ みやわき小児科・竹田市立こども診療所
４／ ３㈰ 豊後大野市民病院
４／ ９㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
４／10㈰ 豊後大野市民病院
４／16㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
４／17㈰ 豊後大野市民病院
４／23㈯ みやわき小児科・三重東クリニック
４／24㈰ 豊後大野市民病院
４／29㈮ 豊後大野市民病院
４／30㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
５／ １㈰ 豊後大野市民病院
５／ ３㈫ 豊後大野市民病院
５／ ４㈬ 豊後大野市民病院
５／ ５㈭ 豊後大野市民病院

ど
ん
な
お
薬
を
服
用
し
て
い
る
か

を
知
る
最
も
確
実
な
手
段
と
し
て
、

お
く
す
り
手
帳
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
で
も
ら
え
る
の
？

受
診
し
た
医
療
機
関
で
お
薬
を

も
ら
う
か
、処
方
箋
を
も
ら
っ
て
調

剤
薬
局
で
お
薬
を
も
ら
う
時
に
、お

薬
の
情
報
が
印
刷
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
を

貼
っ
た
お
く
す
り
手
帳
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
使
う
の
？

お
く
す
り
手
帳
に
は
お
名
前
、住

所
、連
絡
先
な
ど
の
情
報
に
加
え
、

ア
レ
ル
ギ
ー
歴
や
病
歴
な
ど
を
記

入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
次
に
医

療
機
関
を
受
診
す
る
時
、
医
師
に

見
て
も
ら
い
ま
す
。
薬
局
で
も
処

方
箋
と
と
も
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

基
本
的
に
は
一
人
一
冊
お
渡
し
し

ま
す
。
一
冊
の
お
く
す
り
手
帳
に

受
診
し
た
す
べ
て
の
医
療
機
関
の

お
薬
の
情
報
が
載
っ
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

医
療
機
関・薬
局
で
は
お
く
す
り
手

帳
を
見
て
ど
う
す
る
の
？

医
療
機
関
で
は
、他
の
医
療
機
関

で
処
方
さ
れ
て
い
る
お
薬
を
確
認

し
、同
じ
お
薬
が
重
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
剤

薬
局
で
は
薬
剤
師
が
プ
ロ
の
目
で

さ
ら
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、重
複
し

た
作
用
の
薬
が
な
い
か
、薬
と
薬
あ

る
い
は
薬
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
等
を

一
緒
に
飲
ん
で
問
題
が
な
い
か
等

を
確
認
し
ま
す
。

更
な
る
活
用
法

外
来
患
者
さ
ん
は
受
診
し
た
日
の

記
録
し
か
カ
ル
テ
に
残
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
お
く
す
り
手
帳
の
活
用
法
と

し
て
、お
く
す
り
手
帳
を
カ
ル
テ
の

一
部
と
み
な
し
、次
に
受
診
す
る
ま

で
に
自
身
で
感
じ
た
体
の
変
化
等
を

細
か
く
記
入
し
、診
察
時
に
医
師
に

見
せ
て
診
断
の
参
考
に
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
時
に
あ
な
た
を
助
け
て
く
れ
ま
す

災
害
時
に
か
か
り
つ
け
の
お
医
者

さ
ん
に
行
け
な
い
、他
の
医
療
機
関

し
か
受
診
で
き
な
い
時
に
、お
く
す

り
手
帳
が
あ
れ
ば
同
じ
か
或
い
は
そ

れ
に
類
似
し
た
お
薬
が
も
ら
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

お
く
す
り
手
帳
を
大
切
に
保
管
し
て
、

十
分
に
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問
竹
田
医
師
会
病
院　
薬
剤
科

　
☎
63-

３
２
４
１

おくすり手帳は
あなたを

助けてくれます

竹 田 医 師 会 病 院

健康だより
第 6 回

■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■申期：申込期限
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※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

行政書士相談会

■日４月20日㈬　午後１時30分～４時30分
■場 J:COMホルトホール大分410会議室
■料無料　※要予約
■申・■問大分県行政書士会事務局
　　  ☎097-537-7089　FAX 097-535-0622

大切な物件を空き家バンクに登録しませんか？

空き家バンクとは、竹田市への居住を希望する
方と、所有者が賃貸・売買する意思のある“空き家”
をマッチングする制度です。
木造物件で築年数の古いものは、人が住まなく

なると老朽化のスピードも早く、危険家屋、廃墟
になってしまうケースもあります。そのようなケ
ースになる前に竹田市空き家バンクに登録しま
せんか？
■問総合政策課　☎63-4801
　竹田市移住・定住支援センター　☎63-1166

大分県交通事故巡回相談

■日４月28日㈭　午前10時～午後３時
■場豊肥振興局　■料無料　※要予約
■申・■問豊肥振興局　☎63-1171

大分公証人合同役場出張無料相談会

相続争いを防ぐための遺言や、将来認知症にな
ったときに自己の財産の管理や身上監護をしてく
れる後見人を自ら指定する任意後見契約など、自
己や家族の生活を守ってくれる公正証書の作成
について、無料相談会を開催しています。
■日５月７日㈯　午前10時～正午
■場竹田市総合社会福祉センター　※予約制
■申・■問大分公証人合同役場　☎097-535-0888

刈払機取扱作業者安全衛生教育講習会

■日５月18日㈬　午前９時10分～午後４時35分
■場豊後大野市千歳公民館ほか　■定20人
■料会員6,050円（会員外7,150円）と
　テキスト代2,750円
※�詳細は大分県労働基準協会のホームページを
ご覧ください。
■申・■問（一社）大分県労働基準協会豊後大野支部
　　　☎0974-26-4115

市営住宅の入居者を随時募集中！！

募集住宅、入居資格及び入居条件など、詳しく
は下記までお問い合わせください。
■問竹田市住宅管理センター
　☎63-4400 竹田市営住宅

マイナンバーカード申請等の
休日臨時窓口を開設

マイナンバーカード申請に関する手続きのほか、
カードの交付及び電子証明書・カードの更新、マ
イナポイントの申込手続きについて下記の日程
で受け付けます。
■日４月10日㈰　午前９時～正午
■場本庁１階市民課
　※支所では受け付けできません。
■問市民課市民係　☎63-4804

たけたんインフォ※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
（0974）が市外局番となります。
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高齢者大学の受講生を募集します！

65歳以上の学習意欲のある方を対象とした「令
和４年度竹田市高齢者大学」の受講生を募集しま
す。竹田・荻・久住・直入の地域ごとに学級があり、
年間数回の合同学習会も行います。
本市の歴史や文化、健康等に関する教養を深め

てみませんか？受講を希望される方は、下記まで
ご連絡ください。
■申期４月15日㈮　開講式　５月中旬予定
■申・■問生涯学習課　☎63-4817
　　　荻公民館　　☎68-2025
　　　久住公民館　☎76-0717
　　　直入公民館　☎75-2240

令和４年度日本語教室・
日本語ボランティア研修（豊肥地域）

■日５月15日㈰、22日㈰、29日㈰ （全３回）
　午前10時～午後４時
■場グランツたけた
内容　初級日本語の教え方の基本
講師　本田　明子教授
　　　（立命館アジア太平洋大学　言語教育センター長）
■対日本語教室、日本語ボランティアに関心のある方
■料無料　■定40人
申込方法　①電話またはメールでの申し込み
　　　　　②二次元コードからの申し込み
■申期４月28日㈭
■申・■問おおいた国際交流プラザ
　　  ☎097-533-4021
　　  E-mail　in@emo.or.jp

防災管理新規講習

■日６月15日㈬　
■場 J:COMホルトホール大分（大会議室）
■料7,000円　■定85人　■期4月19日㈫～26日㈫
■申・■問（一財）日本防火・防災協会
　　　☎03-6263-9903

令和４年度第１回危険物取扱者試験

■日６月26日㈰　午前10時〜
　　　　　　　午後 ２時〜（大分大学のみ)
■申期電子申請は４月19日㈫～５月６日㈮
　　書面申請は４月22日㈮～５月９日㈪
願書配布場所　県内各消防本部
■場県内各地（県立三重総合高校など)
■問消防試験研究センター　☎097-537-0427

令和４年度大分県銃砲刀剣類登録審査会

「銃砲刀剣類登録証」がついていない古式銃砲
や刀剣類は所持できません。必ず県教育委員会の
銃砲刀剣類登録審査会に出向き、登録証の交付を
受ける必要があります。
■日５月11日、７月13日、９月７日、11月９日
　１月18日、３月８日　※いずれも水曜日
　午後１時～５時（受付は午後４時30分まで）
■場大分県庁舎別館13階133会議室
※�会場には、現物と発見届出済証・登録手数料（１
件につき6,300円）を持参してください。代理
人でも結構です。ただし、家族以外の代理人は
委任状が必要です。
※�登録証を紛失した場合は、登録証の再交付（１
件につき3,500円の手数料が必要）を受けてく
ださい。
※未登録物件の所持・販売はできません。
■問大分県教育庁文化課　☎097-506-5498

申込フォーム

■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■持：持ち物　■申期：申込期限
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※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

犬の登録と狂犬病予防注射を忘れずに

犬を飼う場合は、市役所への登録が必要です。
登録手数料は１頭3,000円です。また、生後91

日が経過した飼い犬については、年１回狂犬病の
予防注射が義務づけられています。料金は１頭
3,250円です。集合注射会場もしくは動物病院で
接種してください。なお、犬の登録、狂犬病予防
注射の義務に違反した場合、20万円の罰金が科
されます。
令和４年度集合注射日程
　竹田地区　４月11日㈪～19日㈫
　荻地区　　４月20日㈬・21日㈭
　久住地区　４月22日㈮・25日㈪
　直入地区　４月26日㈫・27日㈬
※詳しくは市公式ホームページをご覧ください。
■問環境課　☎63-4821

路線バス運行時間変更のお知らせ

４月１日㈮から、路線バス「やすらぎ交差点線」
で水曜日に運行する路線の運行時間を変更します。

※詳しくは市公式ホームページでご確認ください。
■問総合政策課　☎63-4801
　大野竹田バス竹田営業所　☎63-3151

やすらぎ交差点方面行
竹 田
営 業 所竹田本町竹田駅前三 宅やすらぎ交 差 点

旧 14:39 14:44 14:46 14:55 15:19
新 14:59 15:04 15:06 15:15 15:39

竹田方面行
やすらぎ
交 差 点三 宅竹田駅前竹田本町竹 田

営 業 所
旧 15:25 15:49 15:58 16:00 16:05
新 15:45 16:09 16:18 16:20 16:25

はり・きゅう・あん摩マッサージ指圧施設
の利用助成

市内に住所を有する満年齢が65歳以上の方を
対象にした、はり、きゅう、あん摩マッサージ指圧
の施術に対する助成制度があります。
助成内容　�１人につき年６回以内で、施術１回につ

き1,000円の施設利用証を利用できます。
申込方法　�高齢者福祉課または各支所に備え付け

の申請書に記入・押印し各窓口に提出
■申・■問高齢者福祉課　☎63-4809
　　  荻支所　　　　☎68-2211
　　  久住支所　　　☎76-1111
　　  直入支所　　　☎75-2211

「全力応援！しらしん券part3」
5/9㈪から一般販売を行います。

商品券の当選結果は郵送にてお知らせします。
竹田商工会議所及び九州アルプス商工会で引換
販売を行いますので①当選結果通知ハガキ②購
入代金③当選者ご本人の本人確認書類をお持ち
ください。
なお、販売予定18,000冊に達しなかったため、

５月９日㈪より竹田商工会議所、九州アルプス商
工会で一般販売を行います。
販売額　１冊10,000円（プレミア3,000円）
引換販売期間　４月17日㈰～28日㈭
利用期間　４月17日㈰～７月16日㈯
購入限度額　お一人様50,000円（５冊)
購入資格　大分県民　※高校生以下は不可
■問竹田商工会議所・九州アルプス商工会商品券
　事業協議会事務局（竹田商工会議所内）
　☎63-3161

たけたんインフォ※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
（0974）が市外局番となります。
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地元で働いてみませんか？（３月４日現在）
ふ る さ と 求 人 情 報

[フルタイム]
1 支援員 １人 13.1～14.4万円
2 保育士 ３人 16～20.5万円
3 一般事務 １人 13.3万円
4 測量技術者 ２人 18～35万円
5 管理栄養士 １人 20.2万円
6 ルート営業 １人 15.5～25万円
7 事務職 １人 14.5～17.1万円
8 コンビニエンスストア店員 １人 15～17万円
9 ガソリンスタンド販売・配達員 １人 14.5～17万円
10 サービススタッフ（整備）１人 15.5～20万円
11 厨房職員 １人 14.3万円
12 食肉加工・配達・販売員 １人 18～25万円
[パート]（時給）
13 清掃作業員 １人 830～850円
14 非常勤職員（牛） １人 1,082～1,229円
15 接客係 １人 840円
16 調理員 １人 950～1,000円
17 リハビリ助手 ２人 850～950円
18 コンビニエンスストア店員 ３人 850～896円
19 袋詰め作業員 １人 822円
20 フロント業務 １人 900円
21 製造スタッフ（パート夜勤）１人 1,160円
22 配達ドライバー ４人 1,300円
23 介護職 １人 830円
24 食器洗浄 ２人 822～850円

※�この求人情報には、掲載後の採用・内定などで
取り消された求人や求人内容が変更された求
人もありますのでご了承ください。
■問竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

中九州横断道路（大分～犬飼）の
道路計画に関する意見募集

道路整備の計画検討を進めるにあたり、地域の
皆さんのご意見を伺います。ご協力をお願いします。
 ①世帯へのアンケート配布
市内居住者から無作為に抽出した方を対象に
郵送配布をしています。
回答期限　４月30日㈯
※�WEBではどなたでも回答できます
ので、右記２次元バーコードよりアク
セスしてください。

 ②オープンハウス（パネル展示・アンケート調査）
■日・■場  ⑴４月12日㈫　午前９時～午後４時
　　　  竹田市役所１階
　　  ⑵４月17日㈰　午前10時～午後４時
　　　  パークプレイス大分２階ガーデンウォーク
 ③アンケート調査
設置場所　道の駅たけた　道の駅すごう
設置期間　４月30日㈯まで
■問国土交通省大分河川国道事務所調査第二課
　☎097-544-4167

18歳から大人へ！
～契約は慎重に行いましょう～

これまで20歳未満の方が親の同意を得ずにした
契約は、民法で定められた未成年者取消権により
取り消すことができました（※）が、４月から18歳、
19歳の方は成人となるため未成年者契約取消権の
行使ができなくなります。
保護がなくなったばかりの成年を狙う悪質業者

もいます。消費者トラブルに遭わないためにも契
約に関する知識を学び、契約する際は慎重に判断
しましょう。
※�小遣いの範囲で行った契約など、取り消しができ
ない場合もあります。
■問市民課（竹田市消費生活センター）
　☎63-4834（平日の午前８時30分～午後５時）
　大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　☎097-534-0999

６月受講生募集（ハロートレーニング）

職業訓練がスタートします。
募集コース　電気システム科（デュアルコース）
募集期間　４月１日㈮～28日㈭
訓練期間　６月２日㈭～11月29日㈫
※説明会を４月12日㈫・19日㈫に行います。
■場ポリテクセンター大分
■料無料
※詳細については下記までお問い合わせください。
■問ポリテクセンター大分　☎097-529-8615

アンケート

■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■持：持ち物　■申期：申込期限
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監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

　
　
　
　
後
藤　
英
一

　
　
　
　
山
村　
英
治

令
和
３
年
11
月
か
ら
令
和
４
年
２

月
ま
で
に
実
施
し
た
監
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
総
務
課

全
庁
的
な
業
務
改
善
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、人
事
管
理・健
康
管
理
を

担
う
課
と
し
て
、休
暇
取
得
状
況
や

時
間
外
勤
務
状
況
の
管
理
監
督
、指

導
を
お
願
い
す
る
。

業
務
手
順
書
等
が
未
整
備
の
課
も

あ
る
た
め
、事
務
手
続
き
や
リ
ス
ク

の
可
視
化
、対
応
方
法
を
定
め
る
等

の
取
り
組
み
を
含
め
た
全
庁
的
な
内

部
統
制
の
推
進
を
引
き
続
き
要
望
す

る
。

■
企
画
情
報
課

地
方
創
生
T
O
P
総
合
戦
略
に
掲

げ
た
方
針
の
検
証
と
併
せ
て
、コ
ロ

ナ
禍
で
の
推
進
交
付
金
事
業
の
活
用

を
創
意
工
夫
し
な
が
ら
、市
政
の
総

合
的
な
企
画
立
案
や
運
営
、各
種
計

画
策
定
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

令
和
２
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
額

は
５
億
円
を
超
え
市
の
貴
重
な
財
源

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
返
礼
品
等

で
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、寄
附
金

を
有
効
に
地
域
づ
く
り
に
活
用
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

　
情
報
政
策
室

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

施
設
の
指
定
管
理
者
と
相
互
に
協
力

し
、業
務
が
計
画
書
に
従
っ
て
適
正

か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、設

置
者
と
し
て
必
要
な
指
示
や
管
理
体

制
を
構
築
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
財
政
課

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
地
方
経
済
も
影
響
を
受

け
、今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、事
務

事
業
の
見
直
し
に
よ
る
経
費
の
節
減

な
ど
、こ
れ
ま
で
以
上
の
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

竹
田
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
よ
り
、市
が
所
有
す
る
公
共
施

設
等
全
般
を
適
切
に
評
価
し
、維
持

管
理
、廃
止
、売
却
、譲
渡
等
に
取
り

組
み
、効
果
的
な
配
置
を
検
討
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

債
権
の
一
元
管
理
部
署
を
早
急
に

設
置
し
、滞
納
金
や
未
納
金
の
整
理

を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

■
税
務
課

市
税
等
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
収
納
率
が
向
上

し
滞
納
額
は
減
少
し
て
お
り
、特
別

収
納
推
進
室
が
機
能
し
て
い
る
。
引

き
続
き
更
な
る
収
納
率
向
上
に
努
め

ら
れ
た
い
。ま
た
、税
務
事
務
研
修
や

新
任
職
員
の
育
成
な
ど
、公
正
な
事

務
処
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
一
層
の
取

り
組
み
を
要
望
す
る
。

■
市
民
課

個
人
情
報
が
集
積
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
整
備
と
適
正
な
管
理
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
確
保
に
引
き
続
き
努
め
る

よ
う
要
望
す
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
、待

合
ロ
ビ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係

各
課
と
協
議
の
う
え
、ゆ
と
り
と
親

し
み
が
あ
り
、利
便
性
の
高
い
空
間

と
な
る
よ
う
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

■
保
険
健
康
課

「
第
２
次
竹
田
市
健
康
づ
く
り
計

画
」に
定
め
た
目
的
に
沿
い
、各
種
健

康
づ
く
り
事
業
に
よ
る
予
防
活
動
の

充
実
や
組
織
の
育
成・支
援
活
動
、地

域
医
療
体
制
の
確
立
を
目
指
し
、引

き
続
き
市
民
の
健
康
増
進
と
医
療
費

の
抑
制
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
に
つ
い
て
は
、関
係
機
関
と

連
絡・調
整
を
図
り
な
が
ら
、市
民
へ

の
正
し
い
情
報
の
周
知
、ワ
ク
チ
ン

接
種
の
計
画
的
な
実
施
に
継
続
し
て

取
り
組
ま
れ
た
い
。

■
社
会
福
祉
課

市
の
福
祉
行
政（
地
域
福
祉・障
が

い
福
祉・
生
活
保
護・
児
童
福
祉・
母

子
保
健
事
業
）は
年
々
重
要
度
を
増

し
て
き
て
い
る
。
地
域
福
祉
計
画
の

基
本
理
念
に
基
づ
き
、す
べ
て
の
地

域
住
民
を
対
象
と
す
る
包
括
的
支
援

体
制
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
、既
存
の

支
援
機
関
等
の
機
能
や
専
門
性
を
活

か
し
相
互
に
チ
ー
ム
と
し
て
連
携
を

強
め
な
が
ら
、必
要
な
人
に
必
要
と

さ
れ
る
支
援
が
で
き
る
体
制
が
取
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
竹
田
保
育
所

事
業
運
営
方
針
に
基
づ
き
、入
所

児
童
の
心
身
と
も
に
健
や
か
な
成
長

の
た
め
、最
低
基
準
を
超
え
た
設
備
及

び
運
営
の
向
上
に
努
め
、入
所
児
童
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
て
保
護
者
か

ら
信
頼
さ
れ
る
保
育
所
を
目
指
し
て

引
き
続
き
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

緊
急
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整

備
さ
れ
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い

た
。豊
か
な
人
間
性
を
育
む
保
育
の

実
践
が
子
ど
も
た
ち
の
様
子
か
ら
伝

わ
っ
て
き
た
が
、意
思
疎
通
が
上
手

に
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
対
応
や

保
護
者
か
ら
の
入
所
希
望
に
応
じ
る

た
め
に
関
係
課
と
も
連
携
を
密
に
し
、

体
制
整
備
の
予
算
の
充
実
を
図
ら
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
高
齢
者
福
祉
課

「
竹
田
市
第
８
期
高
齢
者
福
祉
計

画・介
護
保
険
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、

高
齢
者
が
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

医
療・介
護・予
防・住
ま
い
及
び
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
、

地
域
共
生
社
会
を
目
指
す
更
な
る
取

り
組
み
を
要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
課

竹
田
温
泉「
花
水
月
」は
、平
成
28

年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
１
億
５
千
３
百
万
円
を
一
般
財

源
か
ら
充
当
し
続
け
て
い
る
。昨
年

度
、営
業
時
間
の
短
縮
や
利
用
者
が

多
い
土
日
祝
日
は
全
館
フ
ル
稼
働
し
、

平
日
は
１
階
の
家
族
風
呂
を
一
般
利

用
す
る
と
い
う
対
策
案
も
市
民
に
提

示
し
た
。ま
た
、毎
分
２
０
０
ℓ（
41

度
）オ
ー
プ
ン
時
に
あ
っ
た
湧
出
量
が
、

現
在
は
67
ℓ（
39・１
度
）と
大
き
く
減

少
し
て
い
る
。
類
似
施
設
の
久
住
高

原
荘
と
荻
の
里
温
泉
は
、提
示
さ
れ

た
改
善
対
策
案
に
沿
っ
た
運
営
を
続

け
て
い
る
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、早

急
に
抜
本
的
な
改
善
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、竹
田
市
に
お
い
て
も

商
工・
観
光
業
を
中
心
に
大
き
な
打

撃
を
受
け
、地
域
経
済
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
深
刻
化
、長

期
化
し
幅
広
い
業
種
で
事
業
者
に
影

響
が
出
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
事
業
を
継
続
す
る
う
え
で
必
要
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な
経
費
の
補
助
や
売
り
上
げ
減
少
に

伴
う
支
援
金
の
交
付
な
ど
、市
内
商

工
業
者
の
支
援
強
化
に
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
建
設
課

市
が
所
有・管
理
す
る
道
路
、橋
梁

等
の
社
会
資
本
に
つ
い
て
は
、市
民

や
利
用
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通

の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。ま
た
、コ
ス

ト
縮
減
や
予
算
の
平
準
化
を
図
る
な

ど
の
中
長
期
的
な
取
り
組
み
を
引
き

続
き
要
望
す
る
。

市
営
住
宅
使
用
料
の
過
年
分
の
未

納
金
徴
収
に
努
め
る
こ
と
。

■
会
計
課

基
金
及
び
歳
計
現
金
に
つ
い
て
は
、

竹
田
市
公
金
管
理
委
員
会
で
協
議
の

う
え
、安
全
性
を
確
保
し
最
も
確
実

か
つ
効
率
的
な
方
法
に
よ
り
管
理
運

用
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

休
暇
の
取
得
状
況
改
善
に
向
け
て

職
場
体
制
の
見
直
し
等
を
検
討
さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
契
約
検
査
室

公
共
工
事
等
の
入
札
事
務
や
工
事

検
査
に
つ
い
て
は
、適
正
な
執
行
と

品
質
、そ
の
透
明
性
の
確
保
に
努
め
、

必
要
に
応
じ
て
入
札・
契
約
制
度
の

改
革
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

工
事
検
査
専
門
職
員
の
養
成
や
確

保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、関

係
課
と
協
力
の
う
え
計
画
的
に
取
り

組
む
よ
う
要
望
す
る
。

■
教
育
総
務
課

小・中
学
校
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

竹
田
市
長
期
総
合
教
育
計
画
と
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、時
間
を
か
け

て
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続

き
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ

き
、児
童・生
徒
に
整
備
さ
れ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
等
に
つ
い
て
は
、効
果

的
な
活
用
を
要
望
す
る
。

■
学
校
教
育
課

「
教
育
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
」の
11

年
目
の
第
４
フ
ェ
ー
ズ（
学
び
の
湧
出
）

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、引
き
続

き
人
間
性
あ
ふ
れ
る
竹
田
市
独
自
の

学
び
が
実
践
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
生
涯
学
習
課

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、あ
ら
ゆ
る
場

所
に
お
い
て
学
習
が
で
き
、そ
の
成

果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る

社
会
の
実
現
が
図
ら
れ
る
よ
う
、関

係
機
関
、家
庭
、学
校
、職
場
及
び
地

域
で
の
取
り
組
み
の
相
互
連
携
を
促

進
し
、生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
活
動

が
行
わ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

祖
母
山
麓
エ
リ
ア
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
商
工
観
光
課
と
協
力
し
て
取

り
組
み
、指
定
管
理
施
設
あ
祖
母
学

舎
の
活
用
を
図
ら
れ
た
い
。

■
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課

文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
作
成
に

よ
る
歴
史
文
化
の
特
徴
及
び
文
化
財

の
現
状
と
課
題
の
整
理
、ま
た
文
化

財
の
保
存
整
備
と
併
せ
て
後
世
に
伝

え
て
い
く
作
業
を
行
う
こ
と
を
要
望

す
る
。

岡
城
の
中
世
の
文
献
収
集・
考
証

に
よ
る
大
友
氏
時
代
の
興
亡
に
焦
点

を
あ
て
た
調
査
や
中
川
氏
の
体
制
下

に
あ
っ
た
文
化
財
に
つ
い
て
、行
政

区
の
枠
を
外
し
た
取
り
組
み
を
検
討

さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
歴
史
文
化
館

歴
史
文
化
館
が
所
蔵
す
る
南
画
作

品（
箱
書
を
含
む)

と
所
蔵
品
台
帳
と

の
突
合
を
早
急
に
行
う
こ
と
。資
料

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
公
開
す
る
こ
と
。

国
内
外
か
ら
の
誘
客
を
図
る
こ
と
。

国
指
定
史
跡
岡
城
跡
を
中
心
と
す

る
市
の
歴
史
、文
化
、芸
術
の
魅
力
を

発
信
し
、歴
史
と
文
化
を
体
感
で
き

る
市
民
の
新
た
な
交
流
の
場
と
し
て

活
用
を
期
待
す
る
。

竹
田
市
歴
史
文
化
館
条
例
第
１
条

に
は
、設
置
の
目
的
を
、「
郷
土
の
歴

史
、考
古
、民
俗
、美
術
工
芸
等
に
関

す
る
資
料
を
収
集
し
、保
存
し
、広
く

一
般
に
公
開
す
る
と
と
も
に
、歴
史
及

び
文
化
に
関
す
る
情
報
及
び
交
流
の

場
を
提
供
し
、も
っ
て
学
術
及
び
文

化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
設
置
す

る
」と
定
め
て
あ
る
。国
指
定
史
跡
岡

城
跡
と
中
川
氏
、そ
の
支
配
体
制
下

の
庶
民
の
暮
ら
し
や
摘
発
さ
れ
た
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
、一
揆
始
末
な
ど
、行

政
区
を
越
え
た
岡
藩
の
歴
史
や
価
値

観
な
ど
に
つ
い
て
、専
門
的
及
び
技

術
的
な
調
査
研
究
や
歴
史
資
料
等
に

関
す
る
展
覧
会
、講
演
会
、講
座
等
を

行
う
よ
う
要
望
す
る
。

■
議
会
事
務
局

議
会
と
市
民
と
の
意
思
疎
通
が
議

会
へ
の
市
民
参
加
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、会
議
の
内
容
や
経
過
な
ど
の

情
報
公
開
を
可
能
な
限
り
行
う
よ
う

引
き
続
き
要
望
す
る
。

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

選
挙
が
公
明
か
つ
適
正
に
執
行
さ

れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、投
票

率
向
上
の
た
め
、選
挙
人
の
政
治
へ

の
関
心
が
高
ま
る
よ
う
な
効
果
的
な

啓
発
活
動
や
投
票
所
等
の
環
境
整
備

を
行
う
よ
う
、引
き
続
き
要
望
す
る
。

■
農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
を
守
り
有
効
利
用
を
更
に
図

る
た
め
、農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
と
連
携
し
、農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
に
向
け
農
家
に

意
向
調
査
を
行
う
な
ど
一
層
の
取
り

組
み
を
要
望
す
る
。

荒
廃
地
に
つ
い
て
は
、農
政
課
、農

林
整
備
課
、各
支
所
、関
係
団
体
等
と

連
絡
を
密
に
と
り
、耕
作
放
棄
地
を

増
や
さ
な
い
対
策
に
努
め
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

農
地
台
帳
に
つ
い
て
は
、記
載
事

項
の
異
動
情
報
が
正
し
く
処
理
さ
れ

て
い
る
か
定
期
的
に
確
認
す
る
な
ど

の
台
帳
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

■
消
防
本
部

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
か
か
る
業
務
は
今
後
も
続
く
と

想
定
さ
れ
る
た
め
、消
防
職
員・団
員

の
健
康
管
理・
感
染
防
止
対
策
の
徹

底
を
図
り
、市
民
の
生
命・財
産
を
災

害
等
か
ら
守
る
業
務
体
制
の
確
保
に

引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
た
い
。

 

財
政
援
助
団
体
等

■
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、飲
食・宿
泊
業
を
中
心

に
大
き
な
打
撃
を
受
け
、地
域
経
済

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
協
会
組
織

の
強
化
や
官
民
が
連
携
し
た
観
光・

交
流
事
業
を
発
展
さ
せ
、コ
ロ
ナ
禍

で
加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
化・リ
モ
ー
ト

化
に
対
応
で
き
る
新
た
な
事
業
展
開

の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

■
荻
町
ま
ち
お
こ
し
有
限
会
社

　
（
荻
の
里
温
泉
）

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
売
上
高

は
３
割
か
ら
４
割
減
少
す
る
中
で
、

人
件
費
の
削
減
や
燃
料
費
等
の
固
定

経
費
の
節
減
を
図
り
経
営
努
力
を
続

け
て
い
る
。引
き
続
き
改
革
や
経
営

努
力
を
重
ね
て
利
用
者
を
増
や
し
、

地
域
に
根
付
い
た
温
泉
観
光
施
設
と

し
て
継
続
で
き
る
よ
う
取
り
組
ま
れ

た
い
。

■問
監
査
事
務
局

　
☎
63-

４
８
１
９
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新刊のご案内新刊のご案内

開館のご案内開館のご案内

4月、卯月となりました。とびかうツバメの姿がかわいらしい
季節ですね。ツバメも軒下に新居を構えますが、皆さんの中にも
新しいスタートを切る方がいらっしゃることでしょう。
図書館には新生活を助ける本が揃っています。ぜひ図書館に
お立ち寄りください。

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間  午前10時～午後６時／休館日 月曜日・第４金曜日
荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間  午前10時～午後６時／休館日 土・日・祝日等
久住図書室（TEL 76-0717／FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211／FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時／休館日 土・日・祝日等

図書館へ
行こう !

４月号

L e t ' s  g o  t o  t h e  l i b r a r y

  今月の読み聞かせ
おはなしひろば 毎週火曜日　　10:30 ～ 11:00
おはなしルーム／４月はお休みです
たけのこ文庫のおはなし会 ４月 ９日㈯ 15:00 ～ 15:30

【一般書】
•ブラックボックス［講談社］ 砂川　文次
•母の待つ里［新潮社］ 浅田　次郎
•山狩［光文社］ 笹本　稜平
•黛家の兄弟［講談社］ 砂原　浩太朗
•ボタニカ［祥伝社］ 朝井　まかて
•東大教授、若年性アルツハイマーになる［講談社］ 若井　克子
•栗原家のごはん－祖母から母に、母から僕に、そして
　僕から息子へ。－［大和書房］ 栗原　心平
•わたしの体に呪いをかけるな［双葉社］ リンディ・ウェスト
• JK、インドで常識ぶっ壊される［河出書房新社］ 熊谷　はるか
•頑張りすぎる人のための疲れない習慣－朝・昼・晩
　のケアと眠り方－［家の光協会］ 上符　正志　監修
【児童書】
• 大どろぼうジャム・パン［5］ゆうかいされたおじいさん［文研出版］
 内田　麟太郎　作／藤本　ともひこ　絵
•お花のドレスのBプラン（なんでも魔女商会28）［岩崎書店］
 あんびる　やすこ
•ケケと半分魔女－魔女の宅急便特別編その3－［福音館書店］
 角野　栄子　作／佐竹　美保　画
•異界のミステリー（絶対名作！十代のためのベスト・
　ショート・ミステリー）［汐文社］ 山白　朝子他　著
• 中学校ってどんなとこ？－楽しい中学生活のヒント大全－［世界文化社］
　 升野　伸子
•吹奏楽部のトリセツ！［学研プラス］ 松元　宏康
•女王さまのワードローブ－イギリス国民に愛されつ
　づける女王エリザベスの物語－［BL出版］
 ジュリア・ゴールディング　文／ケイト・ヒンドレー　絵
•かいじゅうたくはいびん［講談社］ 澤野　秋文
•やさいのがっこう　いちごちゃんはやさいなの？［白泉社］
 なかや　みわ
•やぁだ！［BL出版］ マルリョケ・ヘンリヒス
 他180冊ほど入りました。

司書おすすめの一冊

竹田市出身の油布晃さんによる俳句集。ユ
ーモラスな大分弁俳句と軽快な合いの手が味
わい深い空間を作り出しています。表紙の佐
藤義美記念館、本文の間にはさまれる俳画と
ともになごやかな気持ちになる俳句集です。
楽しい大分弁俳句の世界を是非のぞいてみて
ください。

綺麗な着物を着せたる。道楽者の父の言葉
に誘われて、12歳だった私は、気がつけば大阪
で舞妓見習いをしていた。それからは苦界を
生きて、生きて、生き抜いた。14の時に切り落
として旦那に突き付けた小指は、いつの間に
か遠い過去になっていた―。芸妓、社長夫人、
映画女優を経て、38歳で出家。明治から昭和を
走り抜けた、高岡智照尼の流転の日々を描く。

ずっとむかしのことです。天の国をおさめ
る太陽の神アマテラスは弟のスサノオのら
んぼうにいかり、大きな岩のかげにかくれて
しまいました。あたりは暗くなり悪いものた
ちがあばれだしてしまい…。
「ずっとむかしのことです」から始まる日
本のむかしばなし「天の岩戸」「ヤマタノオロ
チ」「いなばの白うさぎ」の3編が収録されて
います。

「大分弁俳句集-物すべて丸うしちから-」
油布　晃　俳句／早川　和　表紙絵

髙山　奉子　本文挿画／古田　恵美子　本文掛け合い
銀の鈴社

「朱より赤く　高岡智照尼の生涯」
窪　美澄　小学館

「むかしむかし１」
内田　麟太郎　文／ザ・キャビンカンパニー　絵

文溪堂

蔵書点検・図書館システム更新による
休館のお知らせ

一般書

児童書

郷土の本

４月18日㈪～25日㈪は蔵書点検・図書館システム更新
のため、竹田市立図書館及び荻駅交流館図書室・久住図書
室・直入図書室は全館休館します。ご不便をおかけします
が、よろしくお願いします。

春の全国交通安全運動
４月６日㈬から15日㈮までの10日間、春の全
国交通安全運動を行います。本運動は県民の皆
さんへの交通安全思想の普及・浸透を図り、交通
ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣
づけるとともに、交通環境の改善に向けた取り
組みを推進することにより、交通事故防止の徹
底を図ることを目的として全国一斉に展開され
るものです。
３つの重点事項
１．子どもをはじめとする歩行者の安全確保
２．�歩行者保護や飲酒運転根絶等の安全運転意

識の向上
３．�自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保

入学シーズンです。新入生など、通学に慣れて
いない子どもが不安な気持ちいっぱいで登校し
ています。子どもたちや地
域住民の安全を守るため
皆さんのご協力をお願い
します。
■問竹田警察署
　☎63-2131

竹 田 警 察 署  
TAKETA Police station

言葉の伝え方ひとつで、その場の空気が凍り付い
たり、伝えたい思いとは別のニュアンスで受け取ら
れたり、拒絶されてしまったりすることがあります。
言葉は気持ちを伝える大切な手段です。今日はその
中でアイメッセージという伝え方についてご紹介し
たいと思います。
例えば、お子さんの帰りが遅く心配してイライラ

していたとしたら、帰ってきたお子さんに対して「（あ
なたは）なんでこんなに遅くなったの！」という相手
を主語にした伝え方と「遅いから（私は）すごく心配
したよ。」という自分を主語にした伝え方をした時に、
どちらが相手との関係を悪くせずに自分の気持ちを
伝えることができるでしょうか。
相手を主語にした伝え方をユーメッセージと言い

ますが、ユーメッセージはどうしても責めている印
象になってしまいます。それだと、本当は心配した
から言ったことなのに、心配した気持ちは伝わらずに、
相手からは反発されることもあります。それに対し
て自分を主語にしたアイメッセージは、相手を責め
ずに自分の気持ちを伝えることができます。
自分の気持ちも相手の気持ちも大事にできる伝え
方として、アイメッセージを心がけてみませんか。
■問生涯学習課　☎63-4817

こころちゃん

人権シリーズ　No.83

思いが伝わる
　　アイメッセージ

令和４年度の年金相談
令和４年度の年金相談日は次のとおりです。相談は完全予約制なので、予約の際には基礎年金番号の分

かるものをご用意ください。
相談日　（毎月第３水曜日の午前10時～午後３時）

４月20日㈬ ８月17日㈬ 12月21日㈬

５月18日㈬ ９月21日㈬ １月18日㈬

６月15日㈬ 10月19日㈬ ２月15日㈬

７月20日㈬ 11月16日㈬ ３月15日㈬

■場竹田市高齢者いきいき交流センター（竹田市総合社会福祉センター裏）
■問日本年金機構大分年金事務所お客様相談室（土・日・祝日を除く）
　☎097-552-1211
　※音声案内が流れるので、最初は「１」番、続いて「２」番を押してください。

広報たけた  令和４年４月号 24



新刊のご案内新刊のご案内

開館のご案内開館のご案内

4月、卯月となりました。とびかうツバメの姿がかわいらしい
季節ですね。ツバメも軒下に新居を構えますが、皆さんの中にも
新しいスタートを切る方がいらっしゃることでしょう。
図書館には新生活を助ける本が揃っています。ぜひ図書館に
お立ち寄りください。

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間  午前10時～午後６時／休館日 月曜日・第４金曜日
荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間  午前10時～午後６時／休館日 土・日・祝日等
久住図書室（TEL 76-0717／FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211／FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時／休館日 土・日・祝日等

図書館へ
行こう !

４月号

L e t ' s  g o  t o  t h e  l i b r a r y

  今月の読み聞かせ
おはなしひろば 毎週火曜日　　10:30 ～ 11:00
おはなしルーム／４月はお休みです
たけのこ文庫のおはなし会 ４月 ９日㈯ 15:00 ～ 15:30

【一般書】
•ブラックボックス［講談社］ 砂川　文次
•母の待つ里［新潮社］ 浅田　次郎
•山狩［光文社］ 笹本　稜平
•黛家の兄弟［講談社］ 砂原　浩太朗
•ボタニカ［祥伝社］ 朝井　まかて
•東大教授、若年性アルツハイマーになる［講談社］ 若井　克子
•栗原家のごはん－祖母から母に、母から僕に、そして
　僕から息子へ。－［大和書房］ 栗原　心平
•わたしの体に呪いをかけるな［双葉社］ リンディ・ウェスト
• JK、インドで常識ぶっ壊される［河出書房新社］ 熊谷　はるか
•頑張りすぎる人のための疲れない習慣－朝・昼・晩
　のケアと眠り方－［家の光協会］ 上符　正志　監修
【児童書】
• 大どろぼうジャム・パン［5］ゆうかいされたおじいさん［文研出版］
 内田　麟太郎　作／藤本　ともひこ　絵
•お花のドレスのBプラン（なんでも魔女商会28）［岩崎書店］
 あんびる　やすこ
•ケケと半分魔女－魔女の宅急便特別編その3－［福音館書店］
 角野　栄子　作／佐竹　美保　画
•異界のミステリー（絶対名作！十代のためのベスト・
　ショート・ミステリー）［汐文社］ 山白　朝子他　著
• 中学校ってどんなとこ？－楽しい中学生活のヒント大全－［世界文化社］
　 升野　伸子
•吹奏楽部のトリセツ！［学研プラス］ 松元　宏康
•女王さまのワードローブ－イギリス国民に愛されつ
　づける女王エリザベスの物語－［BL出版］
 ジュリア・ゴールディング　文／ケイト・ヒンドレー　絵
•かいじゅうたくはいびん［講談社］ 澤野　秋文
•やさいのがっこう　いちごちゃんはやさいなの？［白泉社］
 なかや　みわ
•やぁだ！［BL出版］ マルリョケ・ヘンリヒス
 他180冊ほど入りました。

司書おすすめの一冊

竹田市出身の油布晃さんによる俳句集。ユ
ーモラスな大分弁俳句と軽快な合いの手が味
わい深い空間を作り出しています。表紙の佐
藤義美記念館、本文の間にはさまれる俳画と
ともになごやかな気持ちになる俳句集です。
楽しい大分弁俳句の世界を是非のぞいてみて
ください。

綺麗な着物を着せたる。道楽者の父の言葉
に誘われて、12歳だった私は、気がつけば大阪
で舞妓見習いをしていた。それからは苦界を
生きて、生きて、生き抜いた。14の時に切り落
として旦那に突き付けた小指は、いつの間に
か遠い過去になっていた―。芸妓、社長夫人、
映画女優を経て、38歳で出家。明治から昭和を
走り抜けた、高岡智照尼の流転の日々を描く。

ずっとむかしのことです。天の国をおさめ
る太陽の神アマテラスは弟のスサノオのら
んぼうにいかり、大きな岩のかげにかくれて
しまいました。あたりは暗くなり悪いものた
ちがあばれだしてしまい…。
「ずっとむかしのことです」から始まる日
本のむかしばなし「天の岩戸」「ヤマタノオロ
チ」「いなばの白うさぎ」の3編が収録されて
います。

「大分弁俳句集-物すべて丸うしちから-」
油布　晃　俳句／早川　和　表紙絵

髙山　奉子　本文挿画／古田　恵美子　本文掛け合い
銀の鈴社

「朱より赤く　高岡智照尼の生涯」
窪　美澄　小学館

「むかしむかし１」
内田　麟太郎　文／ザ・キャビンカンパニー　絵

文溪堂

蔵書点検・図書館システム更新による
休館のお知らせ

一般書

児童書

郷土の本

４月18日㈪～25日㈪は蔵書点検・図書館システム更新
のため、竹田市立図書館及び荻駅交流館図書室・久住図書
室・直入図書室は全館休館します。ご不便をおかけします
が、よろしくお願いします。
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廣
瀬
武
夫
に
あ
こ
が
れ
、

陸
軍
の
将
校
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
病
弱
の
た
め
諦
め
、

中
学
を
卒
業
す
る
と
上
京
し
て

蔵
前
高
等
工
業
学
校
建
築
選
科

に
入
学
し
ま
し
た
。

卒
業
後
は
海
軍
省
や
逓
信
省

に
勤
め
ま
し
た
。建
築
設
計
は
逓

信
省
営
繕
課
の
技
師
吉
田
鉄
郎
の

影
響
を
受
け
、北
欧
の
様
式
を
採

り
入
れ
た
建
築
美
を
探
求
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、官
職

を
辞
し
て
民
間
の
渡
辺
仁
設
計
に

移
り
力
量
を
発
揮
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、養
父（
別
府
の
池

田
氏
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
ま

し
た
）の
跡
を
継
ぐ
た
め
、や
む

な
く
別
府
に
帰
省
し
て
、大
正
11

（
１
９
２
２
）年
役
場
の
営
繕
課
に

勤
め
ま
し
た
が
、担
当
し
た
部
署

の
仕
事
は
、目
標
に
し
て
い
た
建

築
と
は
程
遠
い
も
の
で
し
た
。

し
ば
ら
く
悩
み
ま
し
た
が
、や

が
て
大
き
な
転
機
が
訪
れ
ま
し

た
。
当
時
、別
府
は
東
洋
の
ナ
ポ

リ
と
呼
ば
れ
モ
ダ
ン
な
建
築
が

推
進
さ
れ
、均
整
の
と
れ
た
美
し

い
屋
根
や
、丸
窓
の
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
カ
ー
ブ
な
ど
外
観
に
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
特
徴
的
な
建
物
が

建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三
比
古
に
と
っ
て
建
築
の
技
術

を
発
揮
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
、

個
性
的
外
観
な
ど
が
魅
力
と
評
さ

れ
る
亀
川
の
浜
田
温
泉
や
竹
瓦
温

泉
等
の
設
計
に
携
わ
り
ま
し
た
。

昭
和
９（
１
９
３
４
）年
郷
里

で
は
田
能
村
竹
田
先
生
百
年
祭

協
賛
会
事
業
と
し
て
画
聖
堂
を

建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、三
比
古

が
設
計
し
ま
し
た
。当
初
、北
欧

建
築
様
式
を
採
り
入
れ
ま
し
た

が
、田
能
村
竹
田
の
画
風
に
合
わ

せ
て
設
計
変
更
し
、歴
史
的
景
観

に
溶
け
込
む
よ
う
和
風
化
さ
れ

ま
し
た
。

南
画
の
殿
堂
に
柔
ら
か
さ
と

温
か
さ
の
空
間
を
構
成
し
て
、訪

れ
る
人
々
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え

る
工
夫
を
こ
ら
し
た
、モ
ダ
ニ
ズ

ム
設
計
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

（
本
田　
耕
一
）

参
考
資
料

「
近
代
建
築
物
の
宝
庫
」松
村
幸
彦

画聖堂の設計者　池
いけ

田
だ

　三
み つ ひ

比古
こ

ま
る
ご
と
博
物
館
196

グ ラ ン ツ た け た か ら の お 知 ら せ

グランツたけた窓口またはライブポケットにて
※入場料はすべて消費税込　※窓口は9:00～19:00（休館日を除く）

グランツたけた ☎63-4837
ホームページ　https://www.city.taketa.oita.jp/glanz/

池田三比古
池田三比古が設計
した画聖堂
現在、屋根は瓦に
葺きかえられてい
ます。

４月の講座は、ミュージカルの華でもある“ダ
ンス”に着目します。講師は、竹田初登場の古家
優里（ダンサー・振付家）さん。NHK教育テレビ「み
いつけた！」のダツイージョとしても活躍中です。
日常をヒントにしたコミカルな動きで、楽しく踊っ
てみませんか？お気軽にお申し込みください。
第４回『ミュージカルで動いてみよう！』
日　時 ４月17日㈰ 10:00～12:00（動く）
　　　　　　　　　13:30～16:00（踊る）
参加料 無料　会場 キナーレ

～別府ブルーバード劇場2021年観客満足度NO.１～
富士山より高い標高4,800

メートルの地にある、人口わ
ずか56人のルナナ村には電
気も水道もありません。都会
から来た若い先生と秘境の地
で生きる村の人々のこころの
交流を描いた感動作です。子
どもたちの真っすぐな瞳。わ
たしたちに「本当の豊かさと
は何か」を教えてくれます。
2022年アカデミー賞国際長編映画賞ノミネート作品です。

日　時 ６月５日㈰ 10:00～／14:00～／18:00～
　　 　（開場は各回20分前／上映時間116分）
会　場 キナーレ
入場料 前売 一般1,000円、高校生以下500円
　　　 当日 一般1,200円、高校生以下600円

「光」に続く、新作舞台「KAIKI」のプレビュー公演を開催します。
世界初披露の特別な公演をお見逃しなく！
日　時 ５月３日（火・祝） 開場15:30　開演16:30
　　　 16:00～舞台挨拶
　　　 ５月４日（水・祝） 開場15:30　開演16:00
終演後 アフタートークショーあり
会　場 廉太郎ホール
入場料 （全席指定席) 一般 6,000円
　　　  ※６歳未満のお子さんは入場できません。

グランツたけたでは、令和４年度ボ
ランティアスタッフを募集します。
舞台に関わってみたい！新しいこと

に挑戦したい！新しい友達ができる！
私たちと一緒に、イベントを成功させる感動を味わってみませんか？
ご応募お待ちしています。

 申し込み方法
申し込み用紙に必要事項を記入の

うえ、以下の方法でご応募ください。
□郵送　□FAX　□窓口まで持参　
□メール　□申し込みフォーム

氏名、性別、生年月日、職業、保護
者氏名、電話番号、FAX、メールアド
レス、現住所、グランツたけたでやっ
てみたいこと（フロントスタッフ、イ
ベントスタッフ、ステージスタッフ、
その他)
応募期限　6月16日㈭まで
※�詳しくは公式ホームページをご確
認ください。

申し込み　グランツたけた
　　　　　 ☎63-4837

摩訶不思議なダンスで楽しさ倍増！
『マダム・バタフライ』塾
「ミュージカルのいろは」

グランツ映画館 “玉洗劇場”
「ブータン 山の教室」

DRUM TAO 2022
新作舞台「KAIKI」
プレビュー公演

令和4年度グランツたけた
ボランティアスタッフ募集

４ 17日

撮影：松本和幸

 募集内容
１．フロントスタッフ
主催公演時のチケット確
認、チラシやプログラム配
布、場内アナウンス、客席案
内など（フロントスタッフご
希望の方はフロントスタッ
フ研修への参加が必須とな
ります。)
２．イベントスタッフ
マルシェなど公演の関連
イベントの企画、当日運営
の補助など
３．ステージスタッフ
公演に向けた舞台の準備

作業の補助、舞台転換など

発売中!

５ ３ ４火 水・㊗ ㊗

４ １金 発売
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「炭竈古庄コレクション－古庄九陽と「九
く

陽
よう

叢
そう

史
し

」－」展
江戸時代に大庄屋を勤めていた古庄家に伝えられた「朽網宗歴條々事書」をはじめ、古庄九陽が編集した
竹田市に関する資料「九陽叢史」全29冊、豊後南画の作品など初公開の資料も含め約80点を紹介しています。
■期５月８日㈰まで　午前９時～午後５時
　（最終入場は午後４時30分）
■場竹田市歴史文化館・由学館　特別展示室
■料一般 500円　65歳以上 250円
　小中学生 300円　未就学児無料
■問歴史文化館・由学館　☎63-2200

第１回竹田市総合計画審議会が開催されました

まちづくりアンケート調査結果について
昨年12月に市民2,000人を対象に実施しました『まちづくり市民アンケート調査』の結果をホー

ムページに公表しました。また、中学生と高校生の結果についても公表していますのでご覧ください。
今後も広報や市公式HPで第２次竹田市総合計画の進捗状況等をお知らせしていきます。

３月22日に開催された第1回審議会で、18人の委員に委嘱状が交付され、会長に姫野由香氏
（大分大学助教）、副会長に秋田勲氏（自治会連合会長）が選任されました。会議では第１次総合
計画の達成度評価や、まちづくりアンケート調査結果（一般・高校生・中学生）等についての報告
及び次期総合計画の策定概要や今後のスケジュールについての説明があり、各委員からは闊達
な意見が出されました。今後審議会は、令和４年度に４回開催される予定です。

↑「朽網宗歴條々事書」部分

市公式ＨＰ

市公式ＨＰ

27 2022年４月発行



マツグミ （マツグミ科）
阿孫　久見

散った花

郷土の植物（396）第205回
や
や
標ひ

ょ
う
こ
う高

の
高
い
山
地
の
マ
ツ
や

モ
ミ・ツ
ガ
の
常

じ
ょ
う
り
ょ
く緑

樹じ
ゅ
じ
ょ
う上

に
稀ま

れ

に
生
育

す
る
半は

ん
き
せ
い

寄
生（
寄き

主し
ゅ

か
ら
栄え

い
よ
う養

の
一
部

を
吸き

ゅ
う
し
ゅ
う収し

な
が
ら
、自み

ず
か

ら
も
葉よ

う

緑り
ょ
く

素そ

を

も
ち
光こ

う
ご
う
せ
い

合
成
を
す
る
生
活
状じ

ょ
う
た
い態

）す
る

高
さ
50
㌢
ほ
ど
の
常じ

ょ
う
り
ょ
く緑小し
ょ
う
て
い
ぼ
く

低
木
で
す
。

互ご

生せ
い

の
葉
は
細
長
い
倒と

う
ひ披
針し

ん
け
い形
で
、

ふ
ち
に
は
鋸き

ょ

歯し

は
な
く
長
さ
３
㌢
、幅

が
７
㍉
ほ
ど
で
す
。葉
の
先
は
ま
る
く

基き

ぶ部
は
せ
ま
く
な
り
、く
さ
び
形
で
す
。

葉よ
う
し
つ質
は
革か

く
し
つ質
で
さ
わ
る
と
か
た
い
で
す
。

真ま

夏な
つ

の
頃
、葉
の
わ
き
に
長
い
赤
い

筒つ
つ
が
た形
の
花
を
数す

う

個こ

集
ま
っ
て
咲
か
せ

ま
す
。花
は
先
が
４
裂れ

つ

し
て
反そ

り
返か

え

り
、

長
さ
２
㌢
、幅
が
３
～
４
㍉
ほ
ど
で
す
。

雄お

し
べ
と
雌め

し
べ
は
外
に
突つ

き
出
ま
す
。

花
の
時じ

き期
に
は
、す
で
に
花
の
下
部
で

は
子し

房ぼ
う

が
発は

っ
た
つ達

し
、緑み

ど
り

の
果か

じ
つ実

の
形
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。翌よ

く
と
し年

の
春
に
径
５

㍉
ほ
ど
の
球き

ゅ
う
け
い形

の
赤
い
液え

き
か果

を
熟じ

ゅ
く

さ

せ
ま
す
。中
の
種し

ゅ
し子

に
は
粘ね

ん
え
き液

質し
つ

が
あ

り
、ほ
か
の
樹じ

ゅ
も
く木
に
付ふ

ち
ゃ
く着
す
る
仕し

く組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

和
名
の
由
来
は
マ
ツ
に
寄
生
し
、

果
実
が
グ
ミ
の
実
に
似
て
い
る
の
で

松マ
ツ
グ
ミ

茱
萸
の
名
が
あ
り
ま
す
。

竹
田
で
は
祖
母
山
系
の
中
腹
の
ア

カ
マ
ツ
や
モ
ミ
に
寄
生
し
て
い
る
も
の

が
観
察
さ
れ
ま
す
が
、個
体
が
少
な
い

の
と
高
い
樹
上
に
あ
る
の
で
、普
通
は

人
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

花
期
は
７
月
か
ら
８
月
で
す
。

広
報
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け
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